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与件の整理

本調査は、日本産農林水産物・食品の輸出拡大を図るため、海外における日本産食材の商流のメインストリームであ
る日本産食材サポーター店(以下「サポーター店」という。)における日本産食材の利用実態等を把握・分析することを
目的として実施した。

目的

①サポーター店を対象に、使用している日本産食材の品目や仕入金額の実態や今後使用したい品目等について調査
するウェブアンケートフォームの作成

②ウェブアンケートの実施について対象店舗への通知、調査結果の回収、回答催促

③調査結果について輸出促進の観点からの取りまとめ、分析

概要

サポーター店の多い国・地域(次頁表)から 15～20 ヵ国・地域、700店舗。

以下サポーター店数の多い順に記載)オーストラリア、香港、中国、タイ、米国、マレーシア、ベトナム、シンガポー
ル、フランス、ブラジル、メキシコ、イタリア、台湾、カナダ、ニュージーランドの 15 ヵ国・地域を必須とし、
ドイツ、スペイン、インド、フィリピン、英国5ヵ国・地域を追加対象とした。回答店舗数は762。

対象国・地域及び対象店舗数

別紙1の項目を英語に翻訳するとともに、日本語・英語併記の上、ウェブアンケート形式で作成した。調査を必須と
する国・地域の使用言語について英語以外の言語 (中国語、タイ語、ベトナム語)にも対応した。

ウェブアンケートフォームの作成
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国別登録店舗数・回答結果

調査方法：各国の日本産食材サポーター店にメールでWEBアンケートシステムQooker（クッカー）のURLを告知してご回答いただいた。

調査期間：2021年12月27日（月）～2022年1月28日（金）

回収店数：762店舗（サポーター店登録数上位15か国734店舗、追加5か国28店舗）

回収件数：サポーター店登録数134件（上位15か国111件、追加5か国23件）※チェーン店が一括回答しているため店舗数とは合わない。

順位・番号 アンケート名 認定飲食店 認定小売店 認定店総計 回答件数（合計） 回答登録店舗数 回答率

01 オーストラリア向けJETROサポーター店調査 85 1511 1596 6 256 16.0%

02 香港向けJETROサポーター店調査 541 761 1302 8 51 3.9%

03 中国向けJETROサポーター店調査 745 27 772 15 50 6.5%

04 タイ向けJETROサポーター店調査 565 196 761 7 153 20.1%

05 アメリカ向け英語JETRO調査 454 67 521 9 15 2.9%

06 マレーシア向け英語JETRO調査 378 63 441 5 90 20.4%

07 ベトナム向けJETROサポーター店調査 267 171 438 6 23 5.3%

08 シンガポール向け英語JETRO調査 203 43 246 16 44 17.9%

09 フランス向けJETRO調査 147 49 196 6 6 3.1%

10 ブラジル向け英語JETROサポーター店調査 69 100 169 10 11 6.5%

11 メキシコ向け英語JETRO調査 98 60 158 4 4 2.5%

12 イタリア向け英語JETRO調査 69 29 98 10 10 10.2%

13 台湾向け英語JETROサポーター店調査 52 43 95 4 10 10.5%

14 カナダ向け英語JETROサポーター店調査 87 4 91 4 4 4.4%

15 ニュージーランド向け英語JETRO調査 18 54 72 1 7 9.7%

15か国計 3778 3178 6956 111 734

16 ドイツ向け英語JETROサポーター店調査 46 20 66 9 9 13.6%

17 スペイン向け英語JETRO調査 47 8 55 4 4 7.3%

18 インド英語JETROサポーター店調査 43 0 43 3 7 16.3%

19 フィリピン向け英語JETRO調査 34 6 40 5 6 15.0%

20 イギリス向け英語JETRO調査 31 3 34 2 2 5.9%

5か国計 201 37 238 23 28

合計 3979 3215 7194 134 762 10.59%
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2021年度 調査結果のポイント

20か国 762店舗
全20か国の調査対象国より、目標回答店舗数700店舗に対して109％となる762店舗分の回答を得た。

102.2％
設問17の各品目における仕入金額の比較において、2021年の全品目合計仕入金額は前年より増加している

という結果となった。 ※品目別データを元に算出

12項目中半数の6項目で前年比からの増加を記録した
酒類では各項目最高の前年比121％を記録。そのほか、菓子類、お茶・抹茶などは増加傾向にあった一方、

卵、青果物などは2020年より仕入金額が減少したという回答が多かった。

増加品目： ・酒類（121％） 減少品目： ・卵（76％）

・菓子類（108％） ・青果物（89％）

・お茶・抹茶（107％） ・清涼飲料水（94％）

・調味料（102％） ・牛乳・乳製品（94％）

・肉類（102％） ・米（97％）

・その他（109％） ・魚介類（98％） ※品目別データを元に算出

調査を行った20か国のうち、半数の10か国で前年比110％

以上の仕入金額を記録した
国単位で前年比の日本産食品の仕入金額を見た際、特に欧米での取扱額の増加が著しかった。

上位10か国： ・スペイン（300%） ・イタリア（137.6%）

・メキシコ（135.7%） ・ブラジル（124.1%）

・香港（119.2%） ・ドイツ（116%）

・オーストラリア（112.5%） ・カナダ（112.3%）

・英国（111.8%） ・米国（110.4%） ※品目別データを元に算出

アンケート回答店舗数

仕入金額前年比

仕入金額前年比伸び率

(品目別)

仕入金額前年比伸び率

(国別) 
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2021年度
日本産食材サポーター店における日本産食材利用等実態調査総括

サポーター店への支援策の希望では「新しい日本産食材の紹介」を求

める声がもっとも多かった。日本産食材の流通が世界で一般化した現

在、新たな食材は消費者の意識をひくことができるため、新しい日本

産食材の紹介が望まれているのだろう。本アンケート結果で具体的な

食材名や商品名を記入いただいている店もあり、特に酒類と調味料は

約半数の国から食材名等の回答があった。2022年は新型コロナウイル

ス感染拡大による休業や時短営業という営業規制の緩和も見込まれる

ことで、新しい日本産食材の紹介と輸出拡大が求められていると推測

する。

Point３ 新しい日本産食材紹介への高いニーズ

前年比仕入金額は20か国合計で102.2％であった（P.21参照）。国別

でみると、20か国中10か国で前年比110％以上の仕入金額を記録して

おり、その中でも6か国が欧米市場となっている。欧米についてはコ

ロナ禍における厳しい外出自粛令が長く続いたため、自宅時間を少し

でも楽しむ工夫として内食が増えている傾向があり、昨年までは購入

しなかった日本の酒・菓子・お茶などを購入が増加したのではと推測

する。さらに各国の品目別で見るとベトナム、ニュージーランド、イ

ンドを除く17か国で、いずれかの品目で前年比110%以上の取扱額を

記録した。また20か国の品目別仕入金額においては、特に酒類が前年

比121％と大きな伸びを見た。コロナ禍で飲食店の休業が続く地域も

多く、酒類の家庭内需要が伸びたことが要因と考えられる。

Point１ 仕入金額は前年と比べ微増,特に欧米で増加傾向

本調査は、海外における日本産食材の商流のメインストリームである日本産食材サポーター店における日本産食材の利用実態等を
把握・分析し、日本産農林水産物・食品の輸出拡大に向けた基礎資料として用いることを目的として実施したものである。

昨年に引き続き、「サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上

してほしい」という声が多くあった。取扱額の増加傾向からもうか

がえるように、日本産食材のすばらしさはある程度認知されている

と思えるが、それらを扱っている「サポーター店」や「認定制度」

の認知は低いようである。現在行っている、店舗での認定シールの

貼り出しや、ホームページでの検索システムに加えて広告や国単位

での店舗を巻き込んだプロモーションの実施をするなどの、地道な

施策が必要と思われる。

Point4日本産食材サポーター店認定制度の知名度・

認知度向上を求める多くの声

新型コロナウイルスの蔓延により外食需要が縮小し家庭での食事が

増えたことに伴って、小売店での日本産食材の仕入金額は前年比

113.7％と大きく伸びた。品目別にみると、生活に取り入れやすい

酒類138％、牛乳・乳製品119％、肉類117％が高く、続いてお茶・

抹茶113％、魚介類113％、清涼飲料水112％、その他110％と12品

目中7品目で前年比110％、もしくはそれ以上を記録した。2020年

も新型コロナウイルスの蔓延はあったが、2021年も引き続き蔓延が

続き外出自粛等が長引く中、家庭での食事頻度が上がり、いつもと

違う食材や食事を求めるようになったことで、日本産食材の購入に

至ったのではないかと推測する。また、農林水産省のTaste of 

Japanサイトにて、海外の家食の需要を踏まえた日本産食材を使用

した短尺料理動画を発信しており、その効果も要因の一つと推察す

る。

Point2 小売店での仕入金額増加
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調査設問

ジェトロ 日本産食材サポーター店における日本産食材利用等実態調査

JETRO Survey on the Use of Japanese Food and Ingredients at Japanese Food and Ingredient Supporter 

Stores

日頃より日本産食材サポーター店として、日本産食材の海外発信にご協力いただきまして誠にあ
りがとうございます。
日本貿易振興機構（ジェトロ）のホームページ（https://www.jetro.go.jp/agriportal/supporter/）で
もご案内のとおり、弊社はジェトロより委託を受け、サポーター店認定店舗を対象に、日本産食
材の利用状況等の実態調査を実施します。調査結果は日本産食材の輸出促進に向けた農林水産省
およびジェトロの取り組みに活かしてまいりますので、是非ご協力をお願いいたします。
●回答締切日 2022年1月28日（金曜日）

1.サポーター店登録店舗名（必須） / Registered name of supporter store (Required)

[                    ]

2.業種（必須） / Type of business (Required)

外食店 / Restaurant

小売店（卸売業含む） / Retail shop (including wholesaler)

3.日本産食材の輸入経路（必須） / Import channel of Japanese food products (Required)

自らインポーターとして直接輸入 / Direct import on your own as importer

国内輸入卸を通して調達 / Through domestic import wholesalers

両方 / Both direct import and through import wholesalers

4.回答者名（必須） / Name of responder (Required)

[                   ]

5.部署名 / Department

[                   ]

6.役職 / Designation

[                   ]

7.電話番号 / Phone number

[                   ]

8.メールアドレス（必須） / Email address (Required)

[                   ]

9.複数店舗分をまとめて回答しますか？（必須） / Answer for multiple stores at once? (Required)

◯チェーン店で本部一括仕入れのため、複数店舗分をまとめて回答する / Answer for multiple stores 

at once because we are the chain stores and purchases in bulk by the headquarters.

◯各店仕入れのため１店舗として回答する / Answer as one store because purchases is done by each 

store.

10.9にて「チェーン店で本部一括仕入れのため、複数店舗分をまとめて回答」を選択された方の
みご回答ください。
まとめて回答されるのは何店舗分ですか？

Please answer only if you selected "Answer for multiple stores at once because we are the chain stores and 

purchases in bulk by the headquarters" in 10.9.

How many stores are you going to answer at once?

[                   ]

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答えください。
（必須）
※「日本産食材」とは、日本国内で生産された農林水産物または製造・加工された加工食品を指
します。

What is the ratio of Japanese food products to the total amount of food products you use in the year 2021? 

(Required)

*"Japanese food ingredients" refers to agricultural, forestry, and marine products produced in Japan or 

processed foods manufactured or processed in Japan.

◯0-10%

◯11-20%

◯21-30%

◯31-40%

◯41-50%

◯51-60%

◯61-70%

◯71-80%

◯81-90%

◯91-100%

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

Was there any increase or decrease in the amount of Japanese food products purchases in the year 2021 

compared to January to 2020? (Required) 

◯増えた / Increase

◯減った / Decrease

◯変わらない / Not different

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）
※複数店舗分を一括回答される場合は、1店舗当たりの平均金額を選択してください。
※仕入金額とは、売り上げと関係なく、当該年に他社から購入した日本産食材すべての金額を指
します。

Please tell us the approximate amount of Japanese food products you have purchased in the year 2020. 

*Please choose the average amount per each store if you answer for multiple stores at once.

*The purchase amount refers to the amount of all Japanese food products purchased from other companies 

during the year, regardless of sales.

◯1円-199万円
◯200万円-399万円
◯400万円-599万円
◯600万円-799万円
◯800万円-999万円
◯1000万円-1199万円
◯1200万円-1399万円
◯1400万円-1599万円
◯1600万円-1799万円
◯1800万円-1999万円
◯2000万円 以上

14.実績額がわかればご記入ください。

Please answer the actual amount of purchases if you know. 

[                   ]

次ページに続く
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調査設問 続き

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）
※一部見込みを含んでも構いません。
※複数店舗分を一括回答される場合は、1店舗当たりの平均金額を選択してください。
※仕入金額とは、売り上げと関係なく、当該年に他社から購入した日本産食材すべての金額を指
します。

Please tell us the amount of Japanese food products purchased in the year 2021. (Required)

*You may answer estimates.

*Please choose the average amount per each store if you answer for multiple stores at once.

*The purchase amount refers to the amount of all Japanese food products purchased from other companies 

during the year, regardless of sales.

◯1円-199万円
◯200万円-399万円
◯400万円-599万円
◯600万円-799万円
◯800万円-999万円
◯1000万円-1199万円
◯1200万円-1399万円
◯1400万円-1599万円
◯1600万円-1799万円
◯1800万円-1999万円
◯2000万円 以上

16.実績金額がわかればご記入ください。

Please answer the actual amount of purchases if you know. 

[                   ]

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢か
ら１つずつお選びください。（必須）
※2021年の仕入金額については、一部見込みを含んで構いません。
※複数店舗を一括回答する場合、1店舗あたりの平均金額を選択してください。
※設問12～15でご回答いただいた仕入金額について、品目毎にご回答ください。
Please choose one item from the following options for the amount of purchase for each item for in the year 

2020 and 2021, respectively. (Required)

*You may answer estimates for the year 2021.

*Please choose the average amount per each store if you answer for multiple stores at once.

*Please answer per each item for the amount of purchases you answered in questions 12 through 15.

1.酒類 / Alcoholic beverages

2.お茶・抹茶 / Tea・Matcha

3.清涼飲料水 / Soft drinks

4.菓子類 / Confectioneries

5.調味料 / Seasonings

6.肉類 / Meat

7.牛乳・乳製品 / Dairy products

8.卵 / Eggs

9.米 / Rice

10.青果物 / Fruits and Vegetables

11.魚介類 / Seafood

12.その他 / Others

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どのような見
通しを描いていますか。（必須）

What is the outlook for your store's purchase of Japanese food ingredients in the year 2022 compared to 

the year 2021? (Required)

◯増加すると思う / Increase

◯変わらないと思う / Not different

◯減少すると思う / Decrease

◯わからない / No idea

19.18の理由を教えてください。

Please answer the reasons for Q18.

[                                      ]

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目までお選びく
ださい。（必須・最大３つ選択可）
※具体的な商品名がわかりましたら併せてご記入ください。
Please choose the Japanese food products you would like to use or increase the use of in the future from the 

following items. (Required. Up to three items)

*Please answer the name of the specific products if you know.

□酒類 / Alcoholic beverages

□お茶・抹茶 / Tea・Matcha

□清涼飲料水 / Soft drinks

□菓子類 / Confectioneries

□調味料 / Seasonings

□肉類 / Meat

□乳製品 / Dairy products

□卵 / Eggs

□米 / Rice

□青果物 / Fruits and Vegetables

□魚介類 / Seafood

□その他 / Others

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。（必須・複
数回答可）

Which of the following support measures for Japanese Food and Ingredient Supporter Stores would you like 

to expect (Required. Choose all that apply)?

□サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい / An increase in the visibility and 

recognition of the supporter store certification program.

□日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい / An improvement in the visibility and recognition of 

Japanese foods.

□日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行ってほしい / Training provisions on how to 

handle and prepare Japanese food products.

□新しい日本産食材を紹介してほしい / Introduction of new Japanese foods.

□日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい / Implementation of matching programs with 

Japanese producers and exporters.

□各国の輸入規制情報を教えてほしい / Information on the import regulations for each country.

□ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい / Information about the trade fairs and business 

matching of JETRO

□特になし / Nothing in particular

□その他 / Other (                )

回答ありがとうございました。

Thank you for your cooperation. 

1円-99万円 100万円-199万円
200万円-299万円 300万円-399万円
400万円-499万円 500万円-599万円
600万円-699万円 700万円-799万円
800万円-899万円 900万円-999万円
1000万円 以上 仕入なし
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アンケート画面キャプチャ（オーストラリアの例）
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20か国集計結果

※Q13，Q15の実績数値の2000万円以上について
Q13，15は中間値をとって前年比を算出したが（例：400万円～599万円は500万円）、2000万円以上については、同設問の実績値を回答した6件の
回答の平均値を採った。
2020年は4448万円、2021年は4193万円とした。他の金額帯も実績値の回答があったものはその金額で修正してある。
※前年比で110%を越えたものは赤いハイライト表示にしてある。
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20か国回答結果

回答店舗数：762（外食店361，小売店401） 回答件数：134（外食店88，小売店46）

・輸入経路は卸を通して調達と回答したのが全体の約63％、直接調達しているとの回答が約11％、両方との回答が約26％となり、卸を通しての仕入が主流であることが分かった。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率は、回答が分散しており店のスタイルやコンセプトによって日本産食材の使用比率が異なるのではないかと推察する。
・2021年の仕入においては、前年比で増えたと回答する店が50％以上となった。2020年当初は新型コロナウイルスの蔓延により落ち込んでいた消費であったが、ウィズコロナの時代
に移り変わるとともに消費の高まりを見せたことが要因と考えられる。

・2020年の日本産食材の仕入金額は199万円以下との回答が全体の約30％でもっとも多く、比較的少額の仕入を行うことが多いという結果であった。卸を通して調達を行う店が多
い要因も、少額の仕入を行う店が多いからであると推察する。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

15

84

35

0 20 40 60 80 100

自らインポーターとして直接

輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

16

16

16

18

7

10

8

12

13

18

0 5 10 15 20

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

70

29

35

0 10 20 30 40 50 60 70 80

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 40 3,744

200万円-399万円 22 6,469

400万円-599万円 14 7,000

600万円-799万円 7 4,937

800万円-999万円 9 7,480

1000万円-1199万円 5 5,500

1200万円-1399万円 2 2,666

1400万円-1599万円 4 6,000

1600万円-1799万円 5 8,500

1800万円-1999万円 1 1,900

2000万円 以上 25 149,486

合計 203,682

40

22

14

7

9

5

2

4

5

1

25

0 10 20 30 40 50

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数 比率

自らインポーターとして直接輸入 15 11%

国内輸入卸を通して調達 84 63%

両方 35 26%

回答 件数 比率

0-10% 16 12%

11-20% 16 12%

21-30% 16 12%

31-40% 18 13%

41-50% 7 5%

51-60% 10 7%

61-70% 8 6%

71-80% 12 9%

81-90% 13 10%

91-100% 18 13%

回答 件数 比率

増えた 70 52%

減った 29 22%

変わらない 35 26%
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20か国回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実数で差し替え
ている。

19.18（2022年の見通し）の理由
各国参照

各国参照

32

20

19

8

7

4

5

5

2

7

25

0 10 20 30 40

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

81

26

8

19

0 20 40 60 80 100

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 73

お茶・抹茶 27

清涼飲料水 19

菓子類 24

調味料 44

肉類 37

乳製品 5

卵 2

米 20

青果物 23

魚介類 43

その他 12

73

27

19

24

44

37

5

2

20

23

43

12

0 10 20 30 40 50 60 70 80

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

68

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 57

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

28

新しい日本産食材を紹介してほしい 74

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 50

各国の輸入規制情報を教えてほしい 38

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 39

特になし 13

その他 6

68

57

28

74

50

38

39

13

6

0 20 40 60 80

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

回答 件数 比率

増加すると思う 81 60%

変わらないと思う 26 19%

減少すると思う 8 6%

わからない 19 14%

・ 2021年の日本産食材の仕入金額は2020年と比較して大きな変化は見られなかった。2020年より新型コロナウイルス蔓延が継続していることもあり、仕入金額にも大きな変化が現れなかったの
ではないかと推察する。

・2022年の日本産食材の仕入金額の見通しは、増加すると予想する店が全体の60％であり、各国において新型コロナウイルス終息を理由にあげる店が多くみられた。
一方、変わらない、分からないとの回答が多い要因も新型コロナウイルスの今後の状況が読めないことが要因であるようだ。

・今後取り扱いたい、または取扱量を増やしたい日本産食材品目としては、酒類が突出して1位となった。酒類においては12年連続で輸出額が過去最高に達しているが、その人気はとどまること
を知らず、今後も更なる需要が見込める結果となった。その他、30店以上より調味料、魚介類、肉類との回答もいただいている。

・希望する支援策は新しい日本産食材の紹介を求める声がもっとも多く、次いでサポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしいとの声が多かった。特になしとの回答は13店にとどまり、
多くの店においてサポーター店として支援をうけたいという意向をうかがうことができる結果となった。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 32 2,914 77.8%

200万円-399万円 20 5,818 89.9%

400万円-599万円 19 9,603 137.2%

600万円-799万円 8 5,600 113.4%

800万円-999万円 7 7,151 95.6%

1000万円-1199万円 4 4,400 80.0%

1200万円-1399万円 5 6,500 243.8%

1400万円-1599万円 5 7,508 125.1%

1600万円-1799万円 2 6,950 81.8%

1800万円-1999万円 7 13,300 700.0%

2000万円 以上 25 137,603 92.1%

合計 207,347 101.8%
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20か国回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では酒類が各品目で最大の前年比121％の伸びとなり、需要の高まりがうかがえる。さらに仕入金額でも、2021年で各品目最大となっており、市場
規模の大きさもうかがうことができる。

・その他、調味料、肉類、魚介類でも2021年の品目別仕入金額が2億円超となっており、調査対象各国での高い需要がみてとれる結果となった。

回答件数：
134

1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 53 13 10 7 5 5 1 4 1 0 6 29 26250

1.酒類(2021年) 46 18 13 7 4 5 2 5 0 2 8 24 31800 121%

2.お茶・抹茶(2020年) 81 9 4 2 3 3 1 0 0 0 4 27 15550

2.お茶・抹茶(2021年) 81 12 6 4 0 0 1 1 2 0 4 23 16650 107%

3.清涼飲料水(2020年) 68 7 4 2 0 0 1 1 2 0 2 47 11650

3.清涼飲料水(2021年) 70 11 3 3 1 2 0 0 0 0 2 42 10900 94%

4.菓子類(2020年) 70 8 3 1 0 0 1 0 0 1 6 44 14600

4.菓子類(2021年) 67 6 5 3 0 0 0 1 0 0 7 45 15700 108%

5.調味料(2020年) 56 23 9 3 6 0 0 2 3 0 5 27 22300

5.調味料(2021年) 51 29 9 5 7 3 0 0 0 1 5 24 22650 102%

6.肉類(2020年) 46 3 9 4 2 3 0 2 0 4 6 55 21450

6.肉類(2021年) 44 10 3 7 4 5 3 2 0 1 5 50 21850 102%

7.牛乳・乳製品(2020年) 64 2 5 1 2 0 0 0 0 0 0 60 6000

7.牛乳・乳製品(2021年) 66 4 2 2 0 1 0 0 0 0 0 59 5650 94%

8.卵(2020年) 56 4 0 2 0 0 0 2 2 0 0 68 7300

8.卵(2021年) 56 3 0 4 2 0 0 0 0 0 0 69 5550 76%

9.米(2020年) 46 9 13 6 3 3 0 0 0 1 6 47 20150

9.米(2021年) 44 17 11 6 4 2 4 1 0 0 3 42 19450 97%

10.青果物(2020年) 60 5 4 1 2 2 0 3 0 1 2 54 12700

10.青果物(2021年) 63 6 7 0 3 2 1 0 0 0 2 50 11300 89%

11.魚介類(2020年) 43 13 7 4 3 1 0 5 1 0 13 44 29350

11.魚介類(2021年) 43 12 7 4 5 3 2 2 1 1 11 43 28800 98%

12.その他(2020年) 64 4 10 2 0 3 0 0 0 2 5 44 16550

12.その他(2021年) 63 10 6 4 0 2 2 0 0 1 6 40 18100 109%

707 100 78 35 26 20 4 19 9 9 55 546 203,850

694 138 72 49 30 25 15 12 3 6 53 511 208,400 102.2%

前年比 98.2% 138.0% 92.3% 140.0% 115.4% 125.0% 375.0% 63.2% 33.3% 66.7% 96.4% 93.6% 102.2%

合計（2020年）

合計（2021年）

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料



13

20か国回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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20か国業種別回答結果

・輸入経路は外食店は卸を通して調達をしている店が約97％、卸を通さずに直接調達をおこなっている店は約３％にとどまり、外食店の輸入経路の傾向がつかめる結果となった。
一方、小売店は輸入経路に特筆すべき傾向はなく、店によって異なるようであった。

・ 2021年の日本産食材の取扱量の比率は、外食店では店によって回答がまちまちである一方、小売店においては91⁻100％との回答が多く、店におけるほとんどの食材を日本産食材
としている小売店が一定数あることがうかがえる。

・ 2021年の仕入においては、外食店、小売店ともに前年比で増えたとの回答がもっとも多かった。特に小売店では75％以上の店が増えたと回答しており、各国での日本産食材の家庭
内需要の増加がうかがえる。また、コロナ禍で訪日が困難であることがひとつの要因ではないかと考えられる。

・2020年の日本産食材の仕入金額は、外食店、小売店ともに599万円以下の低額帯と2000万円以上の高額帯に分散する結果となった。各店の規模の違いにより、仕入金額にもばら
つきがでたと推察する。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 3 12

国内輸入卸を通して調達 66 18

両方 19 16
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外食店 小売店
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71-80% 6 6

81-90% 10 3

91-100% 4 14
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外食店 小売店

増えた 35 35

減った 24 5

変わらない 29 6

35

24
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35
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6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

増えた

減った
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外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 26 14

200万円-399万円 18 4

400万円-599万円 11 3

600万円-799万円 5 2

800万円-999万円 5 4

1000万円-1199万円 3 2

1200万円-1399万円 2 0

1400万円-1599万円 3 1

1600万円-1799万円 3 2

1800万円-1999万円 0 1

2000万円 以上 12 13

26

18

11

5

5

3

2

3

3

0

12

14

4

3

2

4

2

0

1
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1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：762（外食店361，小売店401） 回答件数：134（外食店88，小売店46）
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20か国業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

各国参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 21 7

200万円-399万円 15 3

400万円-599万円 12 6

600万円-799万円 5 2

800万円-999万円 4 2

1000万円-1199万円 3 1

1200万円-1399万円 3 2

1400万円-1599万円 2 4

1600万円-1799万円 1 0

1800万円-1999万円 9 5

2000万円 以上 6 11

21

15

12

5

4

3

3

2

1

9

6

7

3

6

2

2

1

2

4

0

5

11

0 5 10 15 20 25

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 52 29

変わらないと思う 19 7

減少すると思う 3 5

わからない 14 5

52

19

3

14

29

7

5

5

0 10 20 30 40 50 60

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 52 21

お茶・抹茶 15 12

清涼飲料水 12 7

菓子類 10 14

調味料 29 15

肉類 31 6

乳製品 0 5

卵 1 1

米 14 6

青果物 14 9

魚介類 37 6

その他 7 5

52

15

12

10

29

31

0

1

14

14

37

7

21

12

7

14

15

6

5

1

6

9

6

5

0 10 20 30 40 50 60

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上して
ほしい

42 26

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 33 24

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習
を行ってほしい

14 14

新しい日本産食材を紹介してほしい 48 26

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 26 24

各国の輸入規制情報を教えてほしい 19 19

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 18 21

特になし 10 3

その他 4 2

42

33

14

48

26

19

18

10

4

26

24

14

26

24

19

21

3

2

0 10 20 30 40 50 60

サポーター店認定制度の知名度・認知…

日本産食材の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の取り扱い方や調理方法に…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングし…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えて…

特になし

その他

外食店 小売店

・ 2021年の日本産食材の仕入金額は、外食店では若干減少傾向であり、小売店では微増している
店が散見される。各国、コロナ禍での外食店の休業による客足の減少、小売店を利用する家庭
内食の増加が起因していると推察する。

・2022年の展望として、外食店、小売店ともに増加するとの回答が最も多く、減少するとの回答は
外食店で3店、小売店で5店にとどまった。

・今後増やしたい品目として、小売店では回答が比較的分散した一方、外食店では酒類との回答が
圧倒的に多く、日本の酒の需要増加に加えて、各国において新型コロナウイルスによる時短営業
の解除なども影響しているのではないかと思われる。

・希望する支援策について、小売店では各項目に回答が分散している一方、外食店では新しい日本
産食材の紹介を求める声とサポーター店認定制度の知名度・認知度を向上を求める声が多かった。
外食店では新しい日本産食材を使用したメニューでさらなる集客を見込みたいという願望がある
のではないかと考えられる。
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20か国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・外食店における品目別の調査では、酒類が前年比111%と伸びを見せる一方、12項目中8項目で前年比100％以下の仕入金額となり、コロナ禍において外食店で日本産食材の輸入へ慎重
な姿勢を見せていると推察する。

外食店 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 41 9 8 6 3 2 0 3 1 0 3 12 16650

1.酒類(2021年) 35 14 9 7 2 2 0 3 0 1 4 11 18550 111%

2.お茶・抹茶(2020年) 58 7 1 1 2 2 0 0 0 0 0 17 6550

2.お茶・抹茶(2021年) 56 10 1 3 0 0 0 0 1 0 0 17 6450 98%

3.清涼飲料水(2020年) 55 5 0 1 0 0 1 1 2 0 0 23 6950

3.清涼飲料水(2021年) 57 6 0 1 1 2 0 0 0 0 0 21 5650 81%

4.菓子類(2020年) 57 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 26 3700

4.菓子類(2021年) 55 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 28 3800 103%

5.調味料(2020年) 43 19 7 3 2 0 0 2 2 0 0 10 11900

5.調味料(2021年) 38 23 6 5 5 1 0 0 0 0 0 10 11400 96%

6.肉類(2020年) 36 1 9 3 2 3 0 2 0 4 5 23 19100

6.肉類(2021年) 32 6 3 6 4 5 3 2 0 1 4 22 19100 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 52 2 3 1 1 0 0 0 0 0 0 29 4450

7.牛乳・乳製品(2021年) 55 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 28 3800 85%

8.卵(2020年) 47 2 0 1 0 0 0 2 2 0 0 34 6200

8.卵(2021年) 47 2 0 3 2 0 0 0 0 0 0 34 4600 74%

9.米(2020年) 37 9 9 5 0 2 0 0 0 1 4 21 14050

9.米(2021年) 32 16 9 4 2 1 4 0 0 0 1 19 12900 92%

10.青果物(2020年) 49 5 2 1 1 1 0 3 0 1 0 25 8250

10.青果物(2021年) 50 5 5 0 2 2 0 0 0 0 0 24 6500 79%

11.魚介類(2020年) 30 10 7 4 2 1 0 3 1 0 11 19 23900

11.魚介類(2021年) 29 9 7 4 5 3 1 1 1 1 8 19 22650 95%

12.その他(2020年) 51 4 7 1 0 1 0 0 0 1 1 22 7950

12.その他(2021年) 48 9 5 1 0 2 0 0 0 1 1 21 8600 108%

556 77 54 27 13 12 1 16 8 7 24 261 129,650

534 106 47 36 23 18 8 6 2 4 18 254 124,000 95.6%

前年比 96.0% 137.7% 87.0% 133.3% 176.9% 150.0% 800.0% 37.5% 25.0% 57.1% 75.0% 97.3% 95.6%

合計（2020年）

合計（2021年）

１０青果物

１１魚介類

１２その他

７牛乳・乳製品

８卵

９米

４菓子類

５調味料

６肉類

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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20か国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021



18

20か国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・外食店における品目別の調査では、卵以外のすべての項目で前年比100％以上の仕入金額であった。訪日が困難であることから、家庭内で日本食を楽しむ機会が増加したのではないかと
推察する。

・特に酒類は前年比138％と増加が著しく、コロナ禍において家庭内での飲酒の機会が増えたことが要因のひとつであると考える。

小売店 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 12 4 2 1 2 3 1 1 0 0 3 17 9600

1.酒類(2021年) 11 4 4 0 2 3 2 2 0 1 4 13 13250 138%

2.お茶・抹茶(2020年) 23 2 3 1 1 1 1 0 0 0 4 10 9000

2.お茶・抹茶(2021年) 25 2 5 1 0 0 1 1 1 0 4 6 10200 113%

3.清涼飲料水(2020年) 13 2 4 1 0 0 0 0 0 0 2 24 4700

3.清涼飲料水(2021年) 13 5 3 2 0 0 0 0 0 0 2 21 5250 112%

4.菓子類(2020年) 13 4 2 1 0 0 1 0 0 1 6 18 10900

4.菓子類(2021年) 12 3 4 2 0 0 0 1 0 0 7 17 11900 109%

5.調味料(2020年) 13 4 2 0 4 0 0 0 1 0 5 17 10400

5.調味料(2021年) 13 6 3 0 2 2 0 0 0 1 5 14 11250 108%

6.肉類(2020年) 10 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 32 2350

6.肉類(2021年) 12 4 0 1 0 0 0 0 0 0 1 28 2750 117%

7.牛乳・乳製品(2020年) 12 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 31 1550

7.牛乳・乳製品(2021年) 11 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 31 1850 119%

8.卵(2020年) 9 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 34 1100

8.卵(2021年) 9 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 35 950 86%

9.米(2020年) 9 0 4 1 3 1 0 0 0 0 2 26 6100

9.米(2021年) 12 1 2 2 2 1 0 1 0 0 2 23 6550 107%

10.青果物(2020年) 11 0 2 0 1 1 0 0 0 0 2 29 4450

10.青果物(2021年) 13 1 2 0 1 0 1 0 0 0 2 26 4800 108%

11.魚介類(2020年) 13 3 0 0 1 0 0 2 0 0 2 25 5450

11.魚介類(2021年) 14 3 0 0 0 0 1 1 0 0 3 24 6150 113%

12.その他(2020年) 13 0 3 1 0 2 0 0 0 1 4 22 8600

12.その他(2021年) 15 1 1 3 0 0 2 0 0 0 5 19 9500 110%

151 23 24 8 13 8 3 3 1 2 31 285 74,200

160 32 25 13 7 7 7 6 1 2 35 257 84,400 113.7%

前年比 106.0% 139.1% 104.2% 162.5% 53.8% 87.5% 233.3% 200.0% 100.0% 100.0% 112.9% 90.2% 113.7%

合計（2020年）

合計（2021年）

１０青果物

１１魚介類

１２その他

７牛乳・乳製品

８卵

９米

４菓子類

５調味料

６肉類

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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20か国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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20か国 品目別回答比較

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びいただき、中間値で国ごとの金額を合算した。

・20か国、全品目の金額総計は、前年比102.2%と増加したことがわかった。
・品目別では、12品目中6品目で前年比100％以上の仕入金額となっており、特に酒類は前年比121％と著しく伸びている。
・国別では、20か国中10か国が前年比110％以上の仕入金額となり、特に欧米系の伸びが著しく、スペインでは前年比300%と最高値であった。スペインでは2020

年に仕入れのなかった品目を2021年より新たに仕入れるなど、日本産食材の消費分野が拡大していることが要因と推察する。
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国別集計結果

●掲載順
（サポーター店登録数上位20か国を、右のJETROの国・地域順に掲載）

・インド
・シンガポール
・タイ
・台湾
・中国
・フィリピン
・ベトナム
・香港
・マレーシア
・オーストラリア
・ニュージーランド
・カナダ
・米国
・ブラジル
・メキシコ
・イタリア
・英国
・スペイン
・ドイツ
・フランス

※Q13，Q15の実績数値の2000万円以上について
Q13，15は中間値をとって前年比を算出したが（例：400万円～599万円は500万円）、2000万円以上については、同設問の実績値を回答した6件の
回答の平均値を採った。
2020年は4448万円、2021年は4193万円とした。他の金額帯も実績値の回答があったものはその金額で修正してある。
※前年比で110%を越えたものは赤いハイライト表示にしてある。
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インド回答結果

回答店舗数：7（外食店7，小売店0） 回答件数：3（外食店3，小売店0）

・すべて外食店からの回答であり、輸入経路は2店が卸を通した調達、1店は直接調達と卸の両方から仕入れを行っている。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率は、0-10％、21％-30％と少量である回答が1店ずつあったが、91-100%と使用するほとんどの食材が日本食材と回答する店も１店あった。
・2021年の仕入においては、増えた、減った、変わらないで三分されており、各店により異なる結果となった。
・2020年と2021年の日本産食材の仕入金額に変化はなく、日本産食材取扱量の比率と比例する結果となった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 2

両方 1

0

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 0

21-30% 1

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 1

1

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 1

減った 1

変わらない 1

1

1

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 1 100

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 3,456

合計 4,056

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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インド回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 売上高の増加
減少すると思う / インド国内で流通し出しているので現地調達をしながらコスト削減をしていく予
定です
わからない / Covidによる混乱で輸入が滞り、食材が手に入らないから。

【その他への記載内容】
酒類 :焼酎・ビール,
調味料 :料理酒・本味醂,
卵 :生卵

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 1 100 100.0%

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500 100.0%

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 3,456 100.0%

合計 4,056 100.0%

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 3,456 3,456 100.0%

回答 件数

増加すると思う 1

変わらないと思う 0

減少すると思う 1

わからない 1

1

0

1

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 0

調味料 3

肉類 1

乳製品 0

卵 1

米 1

青果物 0

魚介類 1

その他 0

2

0

0

0

3

1

0

1

1

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 2

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 0

その他 0

2

1

1

2

1

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2022年の日本産食材の仕入金額の見通しは、増加、減少、わからないで三分されており、
それぞれ店の売り上げ状況や新型コロナウイルスの現状、インド国内での流通を鑑みた回答
であった。

・今後取り扱いたい品目として、すべての店が共通して調味料をあげており、具体的には料理
酒、本味醂という回答をいただいている。

・希望する支援策はサポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしいとの声と、新し
い日本産食材の紹介を求める声がが最も多く、サポーター店の知名度向上により更なる集客
を試み、さらに新たな食材を取り入れることによって消費者の意識を引きたいと考えている
と推察する。
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インド回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・2020年、2021年ともに、酒類、お茶・抹茶、清涼飲料水、菓子類の仕入れは行われていない。すべて外食店からの回答であったことから、インドの外食店での仕入れ傾向がみら
れる結果となった。

・2021年の調味料の仕入金額は前年比86％にとどまったが、それ以外の品目ではすべて前年比100％を維持している。

回答件数：3 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以

上
仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

1.酒類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

2.お茶・抹茶(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

2.お茶・抹茶(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

5.調味料(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350

5.調味料(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300 86%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200

11.魚介類(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物



25

インド回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※外食店のみの回答のためクロス集計はございません
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シンガポール回答結果

回答店舗数：44（外食店36，小売店8） 回答件数：16（外食店13，小売店3）

・輸入経路は、2店が直接輸入、12店が卸を通した調達、２店は直接輸入と卸の両方から仕入れを行っている。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率は中間値41-60％を除くすべての項目に回答があり、各店によって取扱比率にばらつきが出る結果となった。
・一般にコロナ禍において外食店の経営状況は厳しいが、前年より日本産食材の仕入が増えたと答えた店が10店に上った。
・2020年の日本産食材仕入金額は回答が分散しており、200万円-399万円との回答が4店ともっとも多くなった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 2

国内輸入卸を通して調達 12

両方 2

2

12

2

0 2 4 6 8 10 12 14

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 2

21-30% 2

31-40% 2

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 3

71-80% 1

81-90% 3

91-100% 2

1

2

2

2

0

0

3

1

3

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 10

減った 2

変わらない 4

10

2

4

0 2 4 6 8 10 12

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間
値合計（万

円）

1円-199万円 2 296

200万円-399万円 4 1,200

400万円-599万円 2 1,000

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 2 1,800

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 2 3,000

1600万円-1799万円 3 5,100

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,448

合計 16,844

2

4

2

0

2

0

0

2

3

0

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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シンガポール回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策
について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 日本産うなぎの新規輸入開始
増加すると思う / コロナの規制が解除されました。
増加すると思う / より高い需要、ビジネスの成長
増加すると思う / コロナの規制緩和による売上向上
増加すると思う / 新規出店効果
増加すると思う / コロナ後の業績回復
増加すると思う / 客足の状況から判断
増加すると思う / コロナ後の業績回復、新規出店効果
増加すると思う / コロナ後の業績回復
増加すると思う /  我々のビジネスは拡大している
増加すると思う / コロナ後の業績回復
増加すると思う / 最近の新規出店により、日本食材の購入が増えると見込んでいます。
減少すると思う / 海外渡航解禁を見込んで
変わらないと思う / 客数の増加を見込まない
変わらないと思う / 2022年売上の予測が2021年とほぼ同じのため
変わらないと思う / 客足の状況から判断

1

4

4

0

1

1

0

1

0

3

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 12

変わらないと思う 3

減少すると思う 1

わからない 0

12

3

1

0

0 2 4 6 8 10 12 14

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 7

お茶・抹茶 1

清涼飲料水 0

菓子類 2

調味料 4

肉類 11

乳製品 1

卵 0

米 2

青果物 6

魚介類 7

その他 1

7

1

0

2

4

11

1

0

2

6

7

1

0 2 4 6 8 10 12

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

7

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 3

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 7

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 4

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 3

その他 4

7

3

1

7

4

0

1

3

4

0 2 4 6 8

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

その他への記載内容
その他:プロモーション費用の補助
その他:食材購入費の補助
その他:販促費の補助
その他:プロモーション費用の補助

・2020年と比較した2021年度の日本産食材の仕入金額は98.7％とほぼ横ばいの結果となったが、
2022年の見通しとしては、日本産食材の仕入金額が増加すると見通しを立てた店が3/4あり、
新型コロナウイルスによる規制が 解除され、仕入は増加すると期待する店が多くあった。

・今後取り扱ってみたい、または取り扱いを増やしたい品目としては、16店中11店が肉類を選択
しており、シンガポールにおける外食店の需要傾向がうかがえる。

・希望する支援策はサポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしいとの声と、新しい
日本産食材の紹介を求める声がが最も多く、サポーター店の知名度向上により更なる集客を試
み、新たな食材を取り入れることによって消費者の意識を引きたいと考えていると予想する。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 1 100 33.8%

200万円-399万円 4 1,127 93.9%

400万円-599万円 4 2,000 200.0%

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 900 50.0%

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 1,500 50.0%

1600万円-1799万円 0 0 0.0%

1800万円-1999万円 3 5,700

2000万円 以上 1 4,193 94.3%

合計 16,620 98.7%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 196 227 115.8%
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シンガポール回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では前年比で酒類113%、肉類113%、牛乳・乳製品114%と著しい増加をみせている。
・それ以外の項目もすべて前年比100％かそれ以上となっており、シンガポールにおける日本産食材の需要の高まりがうかがえると推察する。

回答件数：
16

1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 6 3 1 1 1 1 0 1 0 0 0 2 3100

1.酒類(2021年) 5 4 1 0 1 1 1 1 0 0 0 2 3500 113%

2.お茶・抹茶(2020年) 8 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1250

2.お茶・抹茶(2021年) 8 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1250 100%

3.清涼飲料水(2020年) 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 850

3.清涼飲料水(2021年) 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 850 100%

4.菓子類(2020年) 11 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 900

4.菓子類(2021年) 11 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 900 100%

5.調味料(2020年) 6 5 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 2350

5.調味料(2021年) 5 6 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 2450 104%

6.肉類(2020年) 4 1 3 2 0 0 0 0 0 1 2 3 5150

6.肉類(2021年) 3 2 1 3 1 0 0 0 0 0 3 3 5800 113%

7.牛乳・乳製品(2020年) 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6 700

7.牛乳・乳製品(2021年) 9 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 800 114%

8.卵(2020年) 8 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 700

8.卵(2021年) 8 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 700 100%

9.米(2020年) 4 0 5 3 0 1 0 0 0 0 0 3 3050

9.米(2021年) 4 1 4 3 0 0 1 0 0 0 0 3 3050 100%

10.青果物(2020年) 7 2 2 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1600

10.青果物(2021年) 7 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1700 106%

11.魚介類(2020年) 7 4 0 1 0 0 0 2 0 0 0 2 2800

11.魚介類(2021年) 7 4 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2 3000 107%

12.その他(2020年) 8 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 4 1400

12.その他(2021年) 8 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 4 1400 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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シンガポール回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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シンガポール業種別回答結果

・輸入経路は外食店は卸を通して調達をしている店が12店もあり、直接輸入と卸の両方が1店であった。小売店は直接輸入をしている店が２店、直接輸入と卸の両方が1店と業種
による仕入れの傾向がみられる結果となった。

・ 2021年の日本産食材の取扱量の比率は、小売店においては全店で81％以上と回答しており、前年に比べて仕入金額も増加したと回答している。一方、外食店では店によって
取扱比率にばらつきが出る結果となったが、前年に比べて日本産食材の仕入金額は変わらないもしくは増加したとの回答が16店中10店舗であった。

・2020年の日本産食材の仕入金額は、小売店において比較的高額帯に回答が集中している。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 2

国内輸入卸を通して調達 12 0

両方 1 1

0

12

1

2

0

1

0 5 10 15

自らインポーターとして

直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 1 0

11-20% 2 0

21-30% 2 0

31-40% 2 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 3 0

71-80% 1 0

81-90% 2 1

91-100% 0 2

1

2

2

2

0

0

3

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 7 3

減った 2 0

変わらない 4 0

7

2

4

3

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 2 0

200万円-399万円 4 0

400万円-599万円 2 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 2 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 1

1600万円-1799万円 2 1

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

2

4

2

0

2

0

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：44（外食店36，小売店8） 回答件数：16（外食店13，小売店3）
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シンガポール業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 1 0

200万円-399万円 4 0

400万円-599万円 4 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 0

1000万円-1199万円 1 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 1

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 2 1

2000万円 以上 0 1

1

4

4

0

1

1

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 10 2

変わらないと思う 3 0

減少すると思う 0 1

わからない 0 0

10

3

0

0

2

0

1

0

0 2 4 6 8 10 12

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 6 1

お茶・抹茶 1 0

清涼飲料水 0 0

菓子類 2 0

調味料 4 0

肉類 8 3

乳製品 0 1

卵 0 0

米 2 0

青果物 4 2

魚介類 5 2

その他 1 0

6

1

0

2

4

8

0

0

2

4

5

1

1

0

0

0

0

3

1

0

0

2

2

0

0 2 4 6 8 10

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほし
い

5 2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を
行ってほしい

1 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 6 1

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 1

特になし 3 0

その他 3 1

5

2

1

6

2

0

0

3

3

2

1

0

1

2

0

1

0

1

0 1 2 3 4 5 6 7

サポーター店認定制度の知名度・認知…

日本産食材の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の取り扱い方や調理方法に…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングし…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えて…

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の日本産食材の仕入金額の傾向は、2020年より大きな変化はなく堅調である。
・2022年の展望として、外食店、小売店ともに増加するとの回答が最も多く、減少するとの回答
は小売店の1店にとどまった。

・外食店・小売店とも、今後は肉類の仕入を増やしたいと答えている店が多い。
・希望する支援策は各項目に回答が分散しているが、外食店では特に新しい日本産食材の紹介を
求める声が最も多く、新型コロナウイルスによる制限解除後を見据えて新たな取り組みを行お
うとする様子がうかがえる。
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シンガポール業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・外食店における品目別の調査では、酒類118%、肉類115%、青果物111%、魚介類111％と前年比110%を上回る結果となった。
・それ以外の項目もすべて前年比100％かそれ以上となっており、シンガポールにおける日本産食材の需要の高まりがうかがえる。

外食店
回答件数：

13/16
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 6 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1650

1.酒類(2021年) 5 3 1 0 1 1 0 0 0 0 0 2 1950 118%

2.お茶・抹茶(2020年) 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 950

2.お茶・抹茶(2021年) 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 950 100%

3.清涼飲料水(2020年) 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 600

3.清涼飲料水(2021年) 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 600 100%

4.菓子類(2020年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500

4.菓子類(2021年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500 100%

5.調味料(2020年) 5 5 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1850

5.調味料(2021年) 4 6 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1950 105%

6.肉類(2020年) 3 1 3 1 0 0 0 0 0 1 1 3 3550

6.肉類(2021年) 3 1 1 2 1 0 0 0 0 0 2 3 4100 115%

7.牛乳・乳製品(2020年) 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450

7.牛乳・乳製品(2021年) 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450 100%

8.卵(2020年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 550

8.卵(2021年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 550 100%

9.米(2020年) 4 0 4 2 0 1 0 0 0 0 0 2 2450

9.米(2021年) 4 0 4 2 0 0 1 0 0 0 0 2 2550 104%

10.青果物(2020年) 7 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 900

10.青果物(2021年) 7 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1000 111%

11.魚介類(2020年) 6 3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1850

11.魚介類(2021年) 6 3 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 2050 111%

12.その他(2020年) 8 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1050

12.その他(2021年) 8 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1050 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他
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シンガポール業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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シンガポール業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・小売店における品目別の調査では牛乳・乳製品の仕入が前年比140%と著しい増加をみせた。
・米においては前年比83％にとどまったものの、それ以外の項目ではすべて前年比100％かそれ以上となっており、シンガポールにおける日本産食材の需要の高まりがうかが
える。

小売店（卸売
業含む）

3/16
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1450

1.酒類(2021年) 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1550 107%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 250

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 250 100%

4.菓子類(2020年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 400

4.菓子類(2021年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 400 100%

5.調味料(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 500

5.調味料(2021年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 500 100%

6.肉類(2020年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1600

6.肉類(2021年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1700 106%

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 250

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 350 140%

8.卵(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

8.卵(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

9.米(2020年) 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 600

9.米(2021年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 500 83%

10.青果物(2020年) 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 700

10.青果物(2021年) 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 700 100%

11.魚介類(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 950

11.魚介類(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 950 100%

12.その他(2020年) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 350

12.その他(2021年) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 350 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵
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シンガポール業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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タイ回答結果

回答店舗数：153（外食店153，小売店0） 回答件数：7（外食店7，小売店0）

・タイはすべて外食店からの回答であり、そのうち5店が卸を通して日本産食材を調達しているという結果であり、タイの外食店の特徴が顕著に表れたのではないかと思われる。
・2021年における日本産食材の取扱量の比率は、50％以下と81％以上で二極化する結果となった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 5

両方 1

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 1

31-40% 1

41-50% 1

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 3

91-100% 0

0

1

1

1

1

0

0

0

3

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 2

減った 2

変わらない 3

2

2

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 1 100

200万円-399万
円

1 280

400万円-599万
円

2 1,000

600万円-799万
円

1 700

800万円-999万
円

0 0

1000万円-1199
万円

0 0

1200万円-1399
万円

0 0

1400万円-1599
万円

1 1,500

1600万円-1799
万円

0 0

1800万円-1999
万円

0 0

2000万円 以上 1 4,200

合計 7,780

1

1

2

1

0

0

0

1

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

1

5

1

0 1 2 3 4 5 6

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方
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タイ回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / Covid19の状況は快方に向かい、2022年はロックダウンはないと思う
変わらないと思う / 例年並みなので
変わらないと思う / 特に大きなメニュー変更等を予定していないため
変わらないと思う / COVID 19 で売り上げが減った
わからない / コロナで予測不能
わからない / コロナが収束していない
わからない / 現在の状況を見なければならない

1

2

0

1

1

0

0

1

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 4,200 4,200 100.0%

B（外食店） 280 264 94.3%

回答 件数

増加すると思う 1

変わらないと思う 3

減少すると思う 0

わからない 3

1

3

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 2

清涼飲料水 0

菓子類 1

調味料 1

肉類 3

乳製品 0

卵 0

米 1

青果物 3

魚介類 5

その他 2

2

2

0

1

1

3

0

0

1

3

5

2

0 1 2 3 4 5 6

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

【その他への記載内容】
魚介類 :紅鮭、ホッケ、鯖,ホタテ、鮪サク
その他 :乾物等の加工品

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 1

その他 0

0

2

1

3

2

2

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

・2021年の日本産食材の仕入金額は、2020年と比べて各価格帯により分散されているという結果なっ
た。

・2022年の日本産食材の仕入れ見通しは、3店が変わらない、3店がわからないと回答しており、理由と
しては新型コロナウイルス終息状況の見通しが不明瞭であることが多く挙げられている。
タイでは年末より感染者数が急増していることから、このような意見が多く集まったと推察できる。

・今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材としては、魚介類、肉類、青果
物を希望する店が多く、魚介類に関しては紅鮭、ホッケ、鯖,ホタテ、鮪サクと具体的な品名の回答
もある。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 1 100 100.0%

200万円-399万円 2 564 201.4%

400万円-599万円 0 0 0.0%

600万円-799万円 1 700 100.0%

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 1,500 100.0%

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,200 100.0%

合計 7,964 102.4%
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タイ回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別の仕入金額では、お茶・抹茶は前年367%と非常に大きく伸びており、酒類も前年比111%と増加しており、飲料の仕入金額増加が顕著である。
・それ以外の項目もすべて前年比100％かそれ以上となっており、タイにおける日本産食材の需要の高まりがうかがえる。
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タイ回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※外食店のみの回答のためクロス集計はございません
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台湾回答結果

回答店舗数：10（外食店8，小売店2） 回答件数：4（外食店2，小売店2）

・輸入経路は、直接輸入が１店、直接輸入と卸の両方は3店という回答であった。
・日本産食材取扱量の比率は31⁻40％という回答がもっとも多かった。
・2020年と2021年の仕入金額の増減は、減った、増えたとの回答が半数ずつに分かれ、店によって増減に差があることがうかがえる。
・2020年の日本産食材の仕入金額は400万円⁻1200万円に集中する結果となり、2000万円以上の仕入があると回答した外食店もあった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 0

両方 3

1

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 0

31-40% 2

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 1

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 0

0

1

0

2

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 2

減った 2

変わらない 0

2

2

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,448

合計 6,948

0

0

1

0

1

1

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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台湾回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 台湾国内の消費回復
増加すると思う / 店舗の増加
変わらないと思う / コロナの影響が不透明

実績金額公表店舗はなかった

【その他への記載内容】
酒類 :日本酒、焼酎
肉類 :牛内蔵系、許可でない

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500 100.0%

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 0 0 0.0%

1000万円-1199万円 1 1,100 100.0%

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 1 1,900

2000万円 以上 0 0 0.0%

合計 4,200 60.4%

0

0

1

1

0

1

0

0

0

1

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 3

変わらないと思う 1

減少すると思う 0

わからない 0

3

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 2

調味料 1

肉類 1

乳製品 0

卵 0

米 3

青果物 0

魚介類 1

その他 0

2

0

0

2

1

1

0

0

3

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知
度を向上してほしい

3

日本産食材の知名度・認知度を向上し
てほしい

2

日本産食材の取り扱い方や調理方法に
ついて講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 1

日本の生産者・輸出者とマッチングして
ほしい

2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほ
しい

2

特になし 0

その他 0

3

2

1

1

2

1

2

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度を…

日本産食材の取り扱い方や調理…

新しい日本産食材を紹介してほ…

日本の生産者・輸出者とマッチ…

各国の輸入規制情報を教えてほ…

ジェトロの見本市・商談情報を…

特になし

その他

・2020年と2021年の日本産食材の仕入金額については、金額に大きな変化は見られなかった
ことから、2020年より続くコロナ禍での仕入れにおいて、大きな需要の変化はなかったも
のと思われる。

・2022年の日本産食材の仕入れ見通しは増加すると予想する店が3店で、台湾国内での経済
回復等を見込んでいる店もあり、新型コロナウイルスの終息を予想しての回答かと思われ
る。

・今後仕入れを増やしたい品目は米が一番多く、米消費大国台湾での日本米の人気がうかが
える。
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台湾回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別の仕入金額では前年比で、清涼飲料水140%、菓子類150%、米131％、調味料118%と顕著な伸びを示しており、コロナ禍において生鮮食品以外の日持ちする食材の需要が
拡大していると推察される。

回答件数：4 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 550

1.酒類(2021年) 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 550 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

3.清涼飲料水(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

3.清涼飲料水(2021年) 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 140%

4.菓子類(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

4.菓子類(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 300 150%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 550

5.調味料(2021年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 650 118%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1300

6.肉類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1050 81%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

8.卵(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

8.卵(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

9.米(2020年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 650

9.米(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 850 131%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1300

11.魚介類(2021年) 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1200 92%

12.その他(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

12.その他(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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台湾回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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台湾業種別回答結果

・輸入経路は、外食店では、2店とも直接輸入と卸の両方から仕入れを行っていた。小売店では直接輸入が１店、直接輸入と卸の両方が１店との回答となった。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率は、小売店においては全店で31⁻40％と回答しており、外食店では11％⁻20％と61％⁻70％に回答が二分しており、取扱比率にばらつきが
出る結果となった。

・外食店小売店ともに前年に比べて日本産食材の仕入金額は増加した、減少したとの回答がわかれ、各店によって仕入れの増減が異なる結果となった。
・2020年の日本産食材の仕入金額は、小売店ではすべて1000万円前後との回答であるのに対し、外食店では400⁻599万円と2000万円以上の二極化となり、こちらにおいても店
における取扱額の違いが見て取れる結果となった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 0 0

両方 2 1

0

0

2

1

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 1 0

21-30% 0 0

31-40% 0 2

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 1 0

71-80% 0 0

81-90% 0 0

91-100% 0 0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 1 1

減った 1 1

変わらない 0 0

1

1

0

1

1

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 1

1000万円-1199万円 0 1

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：10（外食店8，小売店2） 回答件数：4（外食店2，小売店2）
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台湾業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 1

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 1

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 1 0

2000万円 以上 0 0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 2 1

変わらないと思う 0 1

減少すると思う 0 0

わからない 0 0

2

0

0

0

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 2 0

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 0 0

菓子類 0 2

調味料 0 1

肉類 1 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 2 1

青果物 0 0

魚介類 1 0

その他 0 0

2

0

0

0

0

1

0

0

2

0

1

0

0

0

0

2

1

0

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

2 1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 0

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

1 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 1 0

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1 1

特になし 0 0

その他 0 0

2

2

1

1

1

0

1

0

0

1

0

0

0

1

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度…

日本産食材の知名度・認知度を向上して…

日本産食材の取り扱い方や調理方法につ…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングして…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほ…

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の日本産食材の仕入金額は、小売店外食店ともに2020年と比較して大きな変化は見
られない。

・2022年の見通しは外食店がいずれも増加すると回答しており、小売店も増加するか変わら
ないとの回答で、いずれの業種でも2022年の仕入金額増加を予想する結果となった。新型
コロナウイルス終息への期待も込められているのではないかと推察される。

・外食店における今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材は酒
類、米との回答が最も多く、一方小売店では菓子類があがった。台湾での日本の菓子類の
人気は高く、コロナ禍でも需要は伸びると予想しているのではないかと推察する。
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台湾業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・外食店における品目別の調査では、肉類が前年比80%と減少しているものの、その他の品目はすべて前年比100%と変わらず、大きな変化はなく堅調であった。外食が一般化
しており、テイクアウト文化が盛んな台湾ではコロナ禍でも外食産業の需要は一定値以降あったのではないかと推察される。

外食店
回答件数：

2/4
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 500

1.酒類(2021年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 500 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200

3.清涼飲料水(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 100%

4.菓子類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

5.調味料(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1250

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1000 80%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

9.米(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

9.米(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 500

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 500 100%

12.その他(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300

12.その他(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他
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台湾業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021



48

台湾業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・外食店に比べ、小売店における品目別の調査では、大きな伸びを記録する項目が多くあった。前年比でみると、清涼飲料水300％。菓子類167％、米136％、調味料122％と、
需要の拡大がうかがえる。

・魚介類は前年比88％の仕入金額にとどまったが、その他の品目はすべて前年比100%と変わらず、台湾の家庭内でも日本産食材の人気が高いことをうかがうことができる。

小売店
回答件数：

2/4
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

3.清涼飲料水(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

4.菓子類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

4.菓子類(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 167%

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 450

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 550 122%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 550

9.米(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 750 136%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 800

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 700 88%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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台湾業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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中国回答結果

回答店舗数：50（外食店22，小売店28） 回答件数：15（外食店11，小売店4）

・輸入経路は、15店中12店で卸を通して調達を行っており、卸をまったく介さずに自ら調達しているのはわずか1店にとどまった。
・日本産食材取扱量の比率は店によってばらつきがみられる結果となった。
・2020年と2021年の仕入金額の増減は、増えたとの回答が9店となり、日本産食材の需要増加がうかがえる結果となった。
・2020年の日本産食材の仕入金額は999万円以下と2000万円以上に二極化する結果となり、店規模により仕入金額にも差が出たのではないかと推察される。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 12

両方 2

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

1

12

2

0 2 4 6 8 10 12 14

自らインポーターとして直接

輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 3

11-20% 3

21-30% 1

31-40% 1

41-50% 0

51-60% 3

61-70% 0

71-80% 2

81-90% 1

91-100% 1

3

3

1

1

0

3

0

2

1

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 9

減った 2

変わらない 4

9

2

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 3 226

200万円-399万円 2 632

400万円-599万円 2 1,000

600万円-799万円 2 1,400

800万円-999万円 2 980

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 4 17,792

合計 15 22,030

3

2

2

2

2

0

0

0

0

0

4

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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中国回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / パンデミックが終わり、客の流れが増え、輸入食材をより多く使えるようになると
思います
増加すると思う / プロモーション活動によるもの
減少すると思う / コロナで輸入が厳しくなっている。価格が合わない
増加すると思う / 食料価格が上昇
増加すると思う / アルコールが増える
増加すると思う / 生活水準の向上に伴い、顧客は商品購入の要件を高めている
増加すると思う / アルコールの購入需要が増加する
増加すると思う / 製品の多様性が増す
変わらないと思う / 経営を続けます
変わらないと思う / パンデミックの影響
変わらないと思う / パンデミックの影響を受け、状況が不安定だから
変わらないと思う / 買うものはあまり変わりないから
変わらないと思う / パンデミックの影響で、急に事業が良くなることはないと思います。
減少すると思う / 新しい疫病発生の影響3

1

2

2

1

1

1

0

0

0

4

0 2 4 6

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 7

変わらないと思う 6

減少すると思う 2

わからない 0

7

6

2

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 14

お茶・抹茶 1

清涼飲料水 1

菓子類 1

調味料 4

肉類 7

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 1

魚介類 4

その他 0

14

1

1

1

4

7

0

0

0

1

4

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他
【その他への記載内容】
酒類 :抹茶リキュール，さくらリキュール,
お茶・抹茶:日本産抹茶,
調味料 :酢
肉類 :和牛
菓子類 :和菓子

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

5

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 6

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

4

新しい日本産食材を紹介してほしい 8

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0

特になし 4

その他 0

5

6

4

8

1

2

0

4

0

0 2 4 6 8 10

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

・2020年と2021年の日本産食材の仕入金額については、金額に大きな変化は見られなかったこと
から、2020年より続くコロナ禍での仕入れにおいて、大きな需要の変化はなかったものと思わ
れる。

・2022年の日本産食材の仕入れ見通しは15店中7店が増加する、6店が変わらないと予想し、変わ
らないと予想する理由としてはパンデミックの継続を予想する声が多くあった。

・今後仕入れを増やしたい品目は酒が圧倒的に多く、年々中国への日本酒輸出額が増加しているよ
うに、中国での日本酒需要増加がみてとれる結果となった。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 3 225 99.6%

200万円-399万円 1 221 35.0%

400万円-599万円 2 1,052 105.2%

600万円-799万円 2 1,400 100.0%

800万円-999万円 1 900 91.8%

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 1 1,300

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 3,475

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 4 16,772 94.3%

合計 15 26,445 120.0%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（小売店） 355 497 140.0%

B（外食店） 213 199 93.4%

C（外食店） 78 78 100.0%

D（外食店） 50 50 100.0%
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中国回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別の仕入金額では前年比ででは、酒類120%と肉類112%とが前年の110%以上の仕入金額を記録した。今後取り扱いを増やしたい品目でも、酒類が多く上がっていたよう
に、中国での日本酒人気が高まっていると推察できる。

・どの品目も比較的まんべんなく仕入れのある傾向であることから、品目問わずに日本産食材がある程度ブランド化し、一定数の需要があるのではないかと考える。

回答件数：
15

1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 6 2 1 1 1 1 0 2 0 0 1 0 4900

1.酒類(2021年) 4 4 0 0 1 1 1 3 0 0 1 0 5900 120%

2.お茶・抹茶(2020年) 10 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 800

2.お茶・抹茶(2021年) 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 850 106%

3.清涼飲料水(2020年) 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 550

3.清涼飲料水(2021年) 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 550 100%

4.菓子類(2020年) 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1800

4.菓子類(2021年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 1750 97%

5.調味料(2020年) 7 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1100

5.調味料(2021年) 7 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1100 100%

6.肉類(2020年) 4 1 2 0 1 1 0 1 0 0 0 5 2600

6.肉類(2021年) 3 2 0 2 1 1 0 1 0 0 0 5 2900 112%

7.牛乳・乳製品(2020年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 500

7.牛乳・乳製品(2021年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 500 100%

8.卵(2020年) 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 600

8.卵(2021年) 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 600 100%

9.米(2020年) 4 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 5 1600

9.米(2021年) 4 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 5 1600 100%

10.青果物(2020年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 1750

10.青果物(2021年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 1750 100%

11.魚介類(2020年) 4 1 2 0 1 0 0 1 0 0 3 3 5650

11.魚介類(2021年) 3 1 1 1 0 1 0 1 0 0 3 4 5800 103%

12.その他(2020年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 500

12.その他(2021年) 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 500 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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中国回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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中国業種別回答結果

・輸入経路はすべての外食店が卸を通しての調達と回答し、小売店では卸を通じての調達と自ら調達を行う店が１店ずつ、直接輸入と卸の両方での調達を行う店が２店であった。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率は、外食店、小売店ともに回答が分散しており、0-10％の回答が最も多かった。
・日本産食材仕入金額は、すべての小売店で増えたと回答しており、コロナ禍で外食ができないことからこのような結果になったのではないかと推察される。
・2020年の日本産食材仕入金額は外食店、小売店ともに999万円以下と2000万円以上に二極化する結果となっている。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答 外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 11 1

両方 0 2

0

11

0

1

1

2

0 2 4 6 8 10 12

自らインポーターとして

直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

0-10% 3 0

11-20% 2 1

21-30% 1 0

31-40% 0 1

41-50% 0 0

51-60% 2 1

61-70% 0 0

71-80% 2 0

81-90% 1 0

91-100% 0 1

3

2

1

0

0

2

0

2

1

0

0

1

0

1

0

1

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増えた 5 4

減った 2 0

変わらない 4 0

5

2

4

4

0

0

0 1 2 3 4 5 6

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

1円-199万円 3 0

200万円-399万円 1 1

400万円-599万円 1 1

600万円-799万円 2 0

800万円-999万円 1 1

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 3 1

3

1

1

2

1

0

0

0

0

0

3

0

1

1

0

1

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：50（外食店22，小売店28） 回答件数：15（外食店11，小売店4）
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中国業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

回答 外食店 小売店

1円-199万円 3 0

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 0 2

600万円-799万円 2 0

800万円-999万円 1 0

1000万円-1199万円 1 0

1200万円-1399万円 0 1

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 3 1

3

1

0

2

1

1

0

0

0

0

3

0

0

2

0

0

0

1

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増加すると思う 4 3

変わらないと思う 5 1

減少すると思う 2 0

わからない 0 0

4

5

2

0

3

1

0

0

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

酒類 10 4

お茶・抹茶 1 0

清涼飲料水 1 0

菓子類 0 1

調味料 3 1

肉類 6 1

乳製品 0 0

卵 0 0

米 0 0

青果物 0 1

魚介類 3 1

その他 0 0

10

1

1

0

3

6

0

0

0

0

3

0

4

0

0

1

1

1

0

0

0

1

1

0

0 2 4 6 8 10 12

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい 3 2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 4

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行って
ほしい

2 2

新しい日本産食材を紹介してほしい 6 2

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 0

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 0

特になし 4 0

その他 0 0

3

2

2

6

1

2

0

4

0

2

4

2

2

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・ 2021年の日本産食材仕入金額は外食店・小売店とも、押しなべて仕入割合は分散している。
・ 2022年の日本産食材の仕入れ見通しは、すべての小売店において増加するもしくは変わらない
と予想しており、コロナ禍での一定数以上の需要があると予想していると思われる。

・今後仕入れを増やしたい品目は外食店、小売店ともに酒という意見が圧倒的に多く、外食、家庭
内食ともに日本酒の需要は高まっているのではないかと予想できる。
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中国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・外食店における品目別の調査では、昨年の仕入金額に比べて大きな変化はなく、新型コロナウイルスでの外食機会の減少と日本産食材需要の高まりで相殺されたものとみる
ことができる。

外食店
回答件数：

11/15
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 5 2 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 3700

1.酒類(2021年) 4 3 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 3900 105%

2.お茶・抹茶(2020年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 400

2.お茶・抹茶(2021年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350 88%

3.清涼飲料水(2020年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 400

3.清涼飲料水(2021年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 400 100%

4.菓子類(2020年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350

4.菓子類(2021年) 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 300 86%

5.調味料(2020年) 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 700

5.調味料(2021年) 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 700 100%

6.肉類(2020年) 2 0 2 0 1 1 0 1 0 0 0 4 2350

6.肉類(2021年) 2 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 4 2550 109%

7.牛乳・乳製品(2020年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350

7.牛乳・乳製品(2021年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350 100%

8.卵(2020年) 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450

8.卵(2021年) 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450 100%

9.米(2020年) 2 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1050

9.米(2021年) 2 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1050 100%

10.青果物(2020年) 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450

10.青果物(2021年) 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 2 0 1 0 0 1 0 0 3 3 5350

11.魚介類(2021年) 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 3 3 5550 104%

12.その他(2020年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350

12.その他(2021年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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中国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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中国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・小売店における品目別の調査では、やはり酒類が前年比167％と増加が著しい。その他、肉類140％、お茶・抹茶125％と上向き傾向が続いており、中国国内における日本産
食材の家庭内需要増加がみてとれる結果となった。

小売店
回答件数：4/15

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1200

1.酒類(2021年) 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 2000 167%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500 125%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

4.菓子類(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1450

4.菓子類(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1450 100%

5.調味料(2020年) 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400

5.調味料(2021年) 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 100%

6.肉類(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

6.肉類(2021年) 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 140%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

9.米(2020年) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 550

9.米(2021年) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 550 100%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1300

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1300 100%

11.魚介類(2020年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300

11.魚介類(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 83%

12.その他(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

12.その他(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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中国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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フィリピン回答結果

回答店舗数：6（外食店3，小売店3） 回答件数：5（外食店3，小売店2）

・輸入経路は、5店中4店が卸を通して調達を行っており、自ら調達を行っているのは1店にとどまった。
・日本産食材取扱量の比率は0⁻10％との回答が5店中3店となりり、現地もしくは他国の食材をメインとして使用している店が多いと思われる。
・2020年と2021年の仕入金額の増減は、店により回答が分散しており、店により仕入金額増減にばらつきがでた結果となった。
・2020年の日本産食材の仕入金額は199万円以下と2000万円以上に二極化する結果となり、 2000万円以上仕入があったと回答した大手小売店は、実績金額回答欄にて4億円を超え
る仕入金額を記入している。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 4

両方 0

1

4

0

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 3

11-20% 0

21-30% 0

31-40% 1

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 1

91-100% 0

3

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 1

減った 2

変わらない 2

1

2

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 3 300

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 47,183

合計 47,483

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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フィリピン回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 地元の人々が日本産食材の使い方を知っているので、日本食の需要が高まって
います
増加すると思う / 店舗数が増えるため・肉類のメニューが増えるため
わからない / 私たちはまだ2022年の最初の月にいるので
わからない / 現在休業中です。新規の場所がまだ見つかっておりません
わからない / 新規店舗場所を探しています。

実績金額公表店舗はなかった

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 3 300 100.0%

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 41,153 87.2%

合計 41,453 87.3%

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0 1 2 3 4

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（小売店） 42,735 36,960 86.5%

回答 件数

増加すると思う 2

変わらないと思う 0

減少すると思う 0

わからない 3

2

0

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 1

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 1

菓子類 2

調味料 2

肉類 2

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 2

魚介類 2

その他 0

1

0

1

2

2

2

0

0

0

2

2

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

3

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

0

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 1

その他 0

3

2

0

3

1

3

2

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2020年と2021年の日本産食材の仕入金額については、金額に大きな変化は見られなかった。
実績金額を記入いただいた大手小売店では、2021年の仕入は前年比約86％にとどまっており、
減少傾向にあることがうかがえる。

・2022年の日本産食材の仕入れ見通しに関して、すべての店が増加するもしくは分からないと回
答しており、日本食の需要増加を見込みつつ、新型コロナウイルス終息への不透明感を理由と
してあげる店もあった。

・今後仕入れを増やしたい品目は多岐にわたり、日配品を除く品目に回答があつまった。
・日本産食材サポーター店に対する支援策については、各国の輸入規制情報を教えてほしいとい
う回答が多いことが特徴的であり、新しい日本産食材を紹介してほしいという希望をもちつつ
も、規制状況についての情報も知りたいという心情がうかがえる。
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フィリピン回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別の仕入金額では前年比では、牛乳・乳製品および米で前年比130%と大きく伸びてお、さらにその他でも前年比112％と顕著な伸びをみせた。
・その他、仕入れのあるすべての項目で前年比100％、もしくはそれ以上となっており、フィリピン市場での日本産食材の需要の高まりがみえる。

回答件数：5 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 1150

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 1150 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 1900

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 2000 105%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50 100%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 1850

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 2000 108%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2150

5.調味料(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2200 102%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 500

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 650 130%

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

9.米(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 500

9.米(2021年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 650 130%

10.青果物(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300

10.青果物(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50 100%

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3 2150

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 2400 112%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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フィリピン回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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フィリピン業種別回答結果

・輸入経路はすべての外食店が卸を通しての調達と回答し、小売店では卸を通じての調達と自ら調達を行う店が同数であった。
・2021年の日本産食材の取扱量の比率では、外食店は全店で40％未満と少な目の比率にとどまった。小売店は回答が二極化し、81⁻90％を日本産食材で賄っていると回答した店も

1店あった。
・日本産食材仕入金額は、すべての外食店、小売店ともに回答が分散しており、一概に傾向をつかむことが難しい結果となった。仕入が増えたと唯一回答したのは小売店であり、
コロナ禍での家庭内需要増加が要因かと推察できる。

・2020年の日本産食材仕入金額は、すべての外食店が199万円以下、すべての小売店が2000万円以上と、業種により大きな差がでた。こちらでも家庭内需要の増加が影響しているも
のと思われる。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 3 1

両方 0 0

0

3

0

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

自らインポーターとして直接

輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 2 1

11-20% 0 0

21-30% 0 0

31-40% 1 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 0 0

71-80% 0 0

81-90% 0 1

91-100% 0 0

2

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 0 1

減った 1 1

変わらない 2 0

0

1

2

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 3 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：6（外食店3，小売店3） 回答件数：5（外食店3，小売店2）
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フィリピン業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 3 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 1 1

変わらないと思う 0 0

減少すると思う 0 0

わからない 2 1

1

0

0

2

1

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 1 0

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 0 1

菓子類 0 2

調味料 1 1

肉類 2 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 0 0

青果物 1 1

魚介類 2 0

その他 0 0

1

0

0

0

1

2

0

0

0

1

2

0

0

0

1

2

1

0

0

0

0

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知
度を向上してほしい

3 0

日本産食材の知名度・認知度を向上し
てほしい

1 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法に
ついて講習を行ってほしい

0 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 1 2

日本の生産者・輸出者とマッチングして
ほしい

1 0

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほ
しい

1 1

特になし 1 0

その他 0 0

3

1

0

1

1

3

1

1

0

0

1

0

2

0

0

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度を…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほ…

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほ…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の日本産食材の仕入金額も、2020年と同様に、すべての外食店が199万円以下、
すべての小売店が2000万円以上と、業種により大きな差がでている。新型コロナウイルス
の影響により、2020年から食業界への大きな変化がなかったためと思われる。

・2022年の見通しは外食店、小売店ともに増加する、もしくは分からないとの回答が二分し
ている。

・外食店における今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材は
肉類と魚介類との回答が最も多く、一方小売店では菓子類があがった。おやつタイムを
設ける文化もあるフィリピンでは、日本の菓子類の人気が高いのではないかと推察する。
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フィリピン業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：3/5

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

5.調味料(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 50%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

・外食店における品目別の調査では、日本産食材の各品目の仕入金額は前年とおおむね変わらないが、調味料は前年比50％と減少傾向にある。調味料は日持ちすることもあり、
外食需要が減少傾向にある現在は消費量も多くなく、追加で仕入を行う必要があまりなくなったことが要因ではないかと考えられる。
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フィリピン業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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フィリピン業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・小売店における品目別の調査では、牛乳・乳製品および米で前年比120％と大きな伸びを見せた。その他でも112％となっており、仕入れがある全項目で前年比100％、もしく
はそれ以上という結果となっており、コロナ禍における小売店の需要増加がうかがえる。

小売店
回答件数：2/5

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1100

1.酒類(2021年) 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1100 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1850

2.お茶・抹茶(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1950 105%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1850

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1950 105%

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2050

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2150 105%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

6.肉類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 500

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 600 120%

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

9.米(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 500

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 600 120%

10.青果物(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

10.青果物(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 100%

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

11.魚介類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2150

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2400 112%

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品
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フィリピン業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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ベトナム回答結果

回答店舗数：23（外食店23，小売店0） 回答件数：6（外食店6，小売店0）

・外食店のみからの回答であり、輸入経路は、6店中3店は卸を通しての調達、残り3店は直接輸入と卸の両方から調達を行っている。
・日本産食材取扱量の比率は全体的に少な目であり、現地食材もしくは他国の食材とともに調理される傾向にあるのではないかと推察される。
・ 2020年と2021年の仕入金額の増減は、全店にて減少したと回答しており、コロナ禍で外食店における営業の厳しさがうかがえる結果となった。
・ 2020年の日本産食材の仕入金額は比較的低額帯に分散しているが、チェーン展開をする店では2000万円以上と高額帯となった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 3

両方 3

0

3

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 2

21-30% 2

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 2

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 0

0

2

2

0

0

2

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 0

減った 6

変わらない 0

0

6

0

0 1 2 3 4 5 6 7

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 1 28

200万円-399万円 3 900

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,448

合計 6,276

1

3

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上
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ベトナム回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 2021年度はコロナで休業期間があったため
増加すると思う / 距離を置く。ドアを開けて換気する
増加すると思う / コロナのため
増加すると思う / COVIDパンデミック

実績金額公表はなかった

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 28 14 50.0%

回答 件数

増加すると思う 6

変わらないと思う 0

減少すると思う 0

わからない 0

6

0

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 5

お茶・抹茶 5

清涼飲料水 2

菓子類 0

調味料 0

肉類 2

乳製品 0

卵 0

米 1

青果物 0

魚介類 1

その他 0

5

5

2

0

0

2

0

0

1

0

1

0

0 1 2 3 4 5 6

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

【その他への記載内容】
肉類 :和牛

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向
上してほしい

1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 5

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 1

その他 0

1

1

1

5

1

1

2

1

0

0 1 2 3 4 5 6

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2020年と2021年の日本産食材の仕入金額については、2020年に800万円-999万円の仕入れをおこなっていた店の仕入れが下がり、全体として前年比83.0％と減少した。
・2022年の日本産食材の仕入れ見通しに関して、すべての店が増加すると回答しており、新型コロナウイルスの終息を予想する店や更なる新型コロナウイルス対策を講じ
る店があり、ポジティブな兆しがうかがえる。

・今後仕入れを増やしたい品目は酒類、お茶。抹茶を希望する店が多く、日本の飲料への需要が高まっていることがうかがえる。
・日本産食材サポーター店に対する支援策については、6店中5店より新しい日本産食材を紹介してほしいと意見をいただいており、ある程度日本食が一般化したベトナム
で、さらなる日本食人気を呼び寄せようとする動きがあるのではないかと推察する。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 114 407.1%

200万円-399万円 3 900 100.0%

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0 0.0%

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,193 94.3%

合計 5,207 83.0%
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ベトナム回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別ではいずれも昨年を下回ったが、中では肉類、米、魚介類の仕入金額が多くなっている。

回答件数：6 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以

上
仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 1 0 2 0 1 1 0 0 0 3100

1.酒類(2021年) 2 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1500 48%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2200

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1200 55%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 1 0 0 1 1 2 0 0 0 3500

3.清涼飲料水(2021年) 1 1 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2100 60%

4.菓子類(2020年) 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 700

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 21%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 3300

5.調味料(2021年) 1 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 2100 64%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 5300

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 1 3 0 0 0 1 0 3750 71%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1400

7.牛乳・乳製品(2021年) 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 29%

8.卵(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 3300

8.卵(2021年) 2 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 1600 48%

9.米(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 3 0 4850

9.米(2021年) 1 0 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 2700 56%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 3300

10.青果物(2021年) 2 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1200 36%

11.魚介類(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3 0 4750

11.魚介類(2021年) 1 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 2100 44%

12.その他(2020年) 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 700

12.その他(2021年) 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600 86%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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ベトナム回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※外食店のみの回答のためクロス集計はございません
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香港回答結果

回答店舗数：５１（外食店1，小売店50） 回答件数：8（外食店1，小売店7）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 2

国内輸入卸を通して調達 2

両方 4

2

2

4

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして直接

輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 0

21-30% 1

31-40% 1

41-50% 0

51-60% 1

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 4

1

0

1

1

0

1

0

0

0

4

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 7

減った 0

変わらない 1

7

0

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 2 100

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 1 980

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 1 1,700

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 8,896

合計 12,876

2

0

1

1

1

0

0

0

1

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

・輸入経路は直接輸入と卸を通して調達の両方という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は91-100％という回答が最も多くなった。
・日本産食材仕入金額は、増えたと回答した店が最も多く、香港は2020年はコロナ禍のあおりを受けたが、2021年は終息傾向であったため全体として仕入れが増えたと推察する。
・2020年の仕入金額は、1円～199万円と2000万円以上と回答する店が同数となり、仕入金額に差が開いた結果となった。
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香港回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

1

1

1

0

0

1

0

0

2

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

増加すると思う 7

変わらないと思う 0

減少すると思う 0

わからない 1

7

0

0

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 6

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 0

調味料 1

肉類 2

乳製品 0

卵 1

米 0

青果物 3

魚介類 1

その他 1

6

0

0

0

1

2

0

1

0

3

1

1

0 1 2 3 4 5 6 7

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

7

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 5

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 6

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 3

特になし 0

その他 0

7

5

1

3

6

3

3

0

0

0 2 4 6 8

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 誰も日本に行けません。
増加すると思う / より多くの日本酒ブランドを販売します
増加すると思う / 新しい品種が出てきているため
増加すると思う / 私の店が2021年にオープンするから
増加すると思う / 景気が回復すると思う
増加すると思う / 日本酒以外の日本製品をもっと宣伝したい

【その他への記載内容】
酒類 :日本酒、十四代、而今,日本産ワイン
肉類 :和牛,
調味料:粉製品,
青果物:イチゴ、りんご、桃、メロン、葡萄
その他: ドライフード

・2021年の仕入金額は全体として107.3%と微増した。2020年に2000万円以上の仕入れを行った２店は2021年も同額の仕入れを行っている。
・2022年は昨年と比べ、仕入金額は増える回答が最も多く、日本側が新型コロナウイルスにおける外国からの入国規制が厳しいことで香港からの旅行ができないことがかえって香港内での
日本産食材の購入に拍車をかけているという見方もあった。

・仕入れたい品目は、特に酒類が多く、具体的な銘柄や日本産のワインを挙げて、関心の高さを感じることができる。
・希望する支援策は、サポーター店認定制度の知名度・認知度向上という回答が最も多く、サポータ店の認知が向上することにより自身の店のブランディングにつながり購入が伸びると考え
ている店が多いと推察する。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 1 57 57.0%

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 1 500 100.0%

600万円-799万円 0 0 0.0%

800万円-999万円 0 0 0.0%

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 2 3,475 204.4%

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 8,386 94.3%

合計 13,818 107.3%

店舗 2020年実績 2021年実績 前年比

A（小売店） 0 57

B（小売店） 980 1,775 181.1%
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香港回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、酒類200%と倍増しており、お茶・抹茶の伸び125％と著しい。1000万円以上の仕入がある品目も酒類、米、青果物、魚介類と多い。
日本への旅行ができないからこそ、香港国内で購入数があがり仕入れも増加していると推察する。

回答件数：8 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 4 1850

1.酒類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 2 3700 200%

2.お茶・抹茶(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 200

2.お茶・抹茶(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 250 125%

3.清涼飲料水(2020年) 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 650

3.清涼飲料水(2021年) 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 700 108%

4.菓子類(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 500

4.菓子類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 350 70%

5.調味料(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 500

5.調味料(2021年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 500 100%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 700

6.肉類(2021年) 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 750 107%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 150 100%

8.卵(2020年) 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 650

8.卵(2021年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 500 77%

9.米(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1550

9.米(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 4 1650 106%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 1900

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 2000 105%

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 1300

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1350 104%

12.その他(2020年) 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 700

12.その他(2021年) 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 800 114%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類
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香港回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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香港業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：51（外食店1，小売店50） 回答件数：8（外食店1，小売店7）

回答 外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 2

国内輸入卸を通して調達 0 2

両方 1 3

回答 外食店 小売店

0-10% 0 1

11-20% 0 0

21-30% 0 1

31-40% 1 0

41-50% 0 0

51-60% 0 1

61-70% 0 0

71-80% 0 0

81-90% 0 0

91-100% 0 4

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

1

0

0

0

4

0 1 2 3 4 5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増えた 1 6

減った 0 0

変わらない 0 1

1

0

0

6

0

1

0 1 2 3 4 5 6 7

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

1円-199万円 0 2

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 1

600万円-799万円 0 1

800万円-999万円 0 1

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 1

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

0

1

1

1

0

0

0

1

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

0

0

1

2

2

3

0 1 2 3 4

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

・輸入経路は、外食店では直接輸入と卸を通しての調達の両方という回答となり、小売店では回答がばらついた結果となった。
・2021年の日本産食材の取扱量は小売店で91-100％という回答が最も多くなった。
・日本産食材仕入金額は、小売店で増えたと回答した店が最も多く、2020年の新型コロナウイルス終息が影響していると考えられる。
・2020年の仕入金額は、小売店では仕入金額にばらつきがあったが、外食店、小売店ともに１店ずつ2000万円以上と回答した店があった。



79

香港業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

回答 外食店 小売店

1円-199万円 0 1

200万円-399万円 0 1

400万円-599万円 0 1

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 1

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 2

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

0

0

2

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増加すると思う 1 6

変わらないと思う 0 0

減少すると思う 0 0

わからない 0 1

1

0

0

0

6

0

0

1

0 1 2 3 4 5 6 7

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

酒類 1 5

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 0 0

菓子類 0 0

調味料 0 1

肉類 1 1

乳製品 0 0

卵 0 1

米 0 0

青果物 0 3

魚介類 1 0

その他 0 1

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

5

0

0

0

1

1

0

1

0

3

0

1

0 1 2 3 4 5 6

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい 1 6

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1 4

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行ってほしい 0 1

新しい日本産食材を紹介してほしい 0 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 0 6

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 3

特になし 0 0

その他 0 0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

6

4

1

3

6

3

3

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほ…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2020年に2000万円以上の仕入れを行った小売店は2021年も同額の仕入れを行っている。
・2022年は昨年と比べ、特に小売店で仕入金額は増えるとの回答が最も多く、経済の回復等への
期待が高まっている。

・仕入れたい品目は、特に小売店で酒類が多く、自宅での日本産酒類の消費が上がっていると考え
られる。

・希望する支援策は、小売店でサポーター店認定制度の知名度・認知度向上と日本の生産者・輸入
者とのマッチングいう回答が最も多くなった。
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香港業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：1/8

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

1.酒類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

3.清涼飲料水(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

5.調味料(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

5.調味料(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 550

6.肉類(2021年) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 550 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

9.米(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

11.魚介類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

・品目別では、外食店ではどの品目もおおむね前年同額であり、新型コロナウイルスによる大きな影響を受けていないと考えられる。
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香港業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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香港業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・品目別では、小売店では酒類385%、お茶・抹茶133%、清涼飲料水110%、肉類133%、米129%、魚介類150%、その他115%と、いずれも大きく伸びた。
訪日が難しいからこそ、自宅で日本産食材を使用する消費者が増え、購入・仕入れが増加したと推察する。

小売店
回答件数：7/8

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 650

1.酒類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2500 385%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 150

2.お茶・抹茶(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 200 133%

3.清涼飲料水(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500

3.清涼飲料水(2021年) 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 550 110%

4.菓子類(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500

4.菓子類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350 70%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 250

5.調味料(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 250 100%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 150

6.肉類(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 200 133%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 100

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 100 100%

8.卵(2020年) 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 600

8.卵(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 450 75%

9.米(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 350

9.米(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 450 129%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 1850

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 1950 105%

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 100

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 150 150%

12.その他(2020年) 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 650

12.その他(2021年) 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 750 115%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類
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香港業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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マレーシア回答結果

回答店舗数：90（外食店61，小売店29） 回答件数：5（外食店4，小売店1）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 2

国内輸入卸を通して調達 2

両方 1

2

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 0

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 1

71-80% 0

81-90% 1

91-100% 2

0

1

0

0

0

0

1

0

1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 2

減った 1

変わらない 2

2

1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 3 13,344

合計 14,144

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は直接輸入という回答と、卸を通しての調達という回答が同数となった。
・2021年の日本産食材の取扱量は91-100％という回答が最も多く、回答した５店のうち4店が60％以上の仕入量と高い比率となった。
・日本産食材仕入金額は、増えたと回答した店と、変わらないと回答した店がそれぞれ２店ずつと同数であった。マレーシアは2020年、2021年とも断続的にロックダウンや外出自粛
を実施していたため、初めてロックダウンを行った2020年より2021年は少し客足が戻った店と、変わらなかった店が分かれたと推察する。

・2020年の仕入金額は、2000万円以上と回答する店が3店あった。
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マレーシア回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う /2020年と2021年、マレーシアはcovidでロックダウンしました。 ロックダウン中のレス
トランの売上は95％減少しました。 2022年には、全般的な事業の回復を目指しています。
増加すると思う /より大きな日本のイベントの計画をしています
増加すると思う / 新しいアウトレットストア

【その他への記載内容】
酒類 :日本酒,
菓子類 :ラーメンに合うデザート
肉類 :馬刺し、くじら

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 1 300 100.0%

400万円-599万円 1 500 100.0%

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 1,500

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 8,386 62.8%

合計 10,686 75.6%

0

1

1

0

0

0

0

1

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

実績金額公表はなかった

回答 件数

増加すると思う 4

変わらないと思う 1

減少すると思う 0

わからない 0

4

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 3

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 3

調味料 2

肉類 1

乳製品 0

卵 0

米 1

青果物 1

魚介類 2

その他 1

3

0

0

3

2

1

0

0

1

1

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向
上してほしい

2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほし
い

3

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい
て講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 4

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 0

その他 0

2

3

1

3

4

3

2

0

0

0 1 2 3 4 5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は全体として75.6%と減少した。2020年に2000万円以上の仕入れを行った
３店のうち２店は2021年も同額の仕入れを行ったが、１店は仕入金額が減少した。コロナ禍
で続く外出自粛などによる影響であると考える。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額は増える回答が最も多く、日本のイベントや新たなアウト
レットストアを興す計画もあるようで、ポストコロナの積極的な経営が期待できる。

・仕入れたい品目は、特に酒類、菓子類など、日常で家庭に取り入れやすく外食店でもよく使う
品目が上位となった。

・希望する支援策は、日本の生産者・輸出者とのマッチングという回答が最も多く、新たなネッ
トワークを構築することにより新しい生産者からの食材を仕入れ消費者の意識を引くことが
できるためニーズが高い。
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マレーシア回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、清涼飲料水が125%の伸び、家食需要により小売店での購入が伸びたものと推察する。

回答件数：5 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1450

1.酒類(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1200 83%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1150

2.お茶・抹茶(2021年) 3 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1150 100%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 400

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 500 125%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1350

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1350 100%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1900

5.調味料(2021年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1900 100%

6.肉類(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300

6.肉類(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 100

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 100 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50 100%

9.米(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 500

9.米(2021年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 500 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 500

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 500 100%

11.魚介類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1350

11.魚介類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1350 100%

12.その他(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1400

12.その他(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1400 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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マレーシア回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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マレーシア業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 2 0

国内輸入卸を通して調達 1 1

両方 1 0

2

1

1

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 0 1

21-30% 0 0

31-40% 0 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 1 0

71-80% 0 0

81-90% 1 0

91-100% 2 0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 1 1

減った 1 0

変わらない 2 0

1

1

2

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 1

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は、外食店では直接輸入という回答が最も多く、小売店では卸を通しての調達という回答となった。
・2021年の日本産食材の取扱量は外食店の91-100％という回答が最も多く、全体として外食店の取扱比率が高いことが特徴となった。
・日本産食材仕入金額は、外食店では変わらないという回答が最も多く、小売店はロックダウンや外出自粛による家食需要増加により購入が増えたため、仕入も増加したと推察
する。

・2020年の仕入金額は、2000万円以上と回答する店が3店あり、うち外食店が２店と多くなった。

回答店舗数：91（外食店61，小売店29） 回答件数：5（外食店4，小売店1）
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マレーシア業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 1

0

1

1

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 3 1

変わらないと思う 1 0

減少すると思う 0 0

わからない 0 0

3

1

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 3 0

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 0 0

菓子類 2 1

調味料 1 1

肉類 1 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 0 1

青果物 1 0

魚介類 2 0

その他 1 0

3

0

0

2

1

1

0

0

0

1

2

1

0

0

0

1

1

0

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい 2 0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行って
ほしい

1 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 1

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 3 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1 1

特になし 0 0

その他 0 0

2

2

1

2

3

2

1

0

0

0

1

0

1

1

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名度・認知…

日本産食材の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の取り扱い方や調理方法に…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングし…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えて…

特になし

その他

外食店 小売店

・ 2020年に2000万円以上の仕入れを行った３店のうち外食店の１店がコロナ禍のあおりを受け
てか仕入金額が減少した。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額は増える回答が最も多く、特に外食店の、新型コロナウイル
ス終息後の客足の戻りへの期待が高いと推察する。

・仕入れたい品目は、外食店では特に酒類が多く、消費者に提供しやすいことが理由であると考
える。小売店では菓子類と合わせて魚介類も増えており、日本の魚介類を使用して家で料理
を楽しむ方が増えていると推察する。

・希望する支援策は、外食店で、日本の生産者・輸出者とのマッチングという回答が最も多く、
小売店は回答がばらつく結果となった。
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マレーシア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：

4/5
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1450

1.酒類(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1200 83%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 600

2.お茶・抹茶(2021年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 500 83%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 700

5.調味料(2021年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 700 100%

6.肉類(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 300

6.肉類(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 300 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50 100%

9.米(2020年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500

9.米(2021年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 500

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 500 100%

11.魚介類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1350

11.魚介類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1350 100%

12.その他(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1400

12.その他(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1400 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

・外食店ではおしなべて前年並みとなり、酒類、お茶・抹茶は昨年から仕入金額が下がった。
お茶・抹茶は小売店での仕入れが増加していることから、外食店では消費せず小売店で購入し家食で使用する方が増えているのではと推察する。
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マレーシア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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マレーシア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・小売店ではお茶・抹茶、清涼飲料水が110%を超える伸びだった。
外食店ではお茶・抹茶の消費が減っていることから、コロナ禍の家食需要増加により、お家でお茶・抹茶や日本の清涼飲料水を楽しむ方が増えたと推察する。

小売店
回答件数：

1/5
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

1.酒類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

2.お茶・抹茶(2020年) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 550

2.お茶・抹茶(2021年) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 650 118%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 350 140%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6.肉類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

11.魚介類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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マレーシア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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オーストラリア回答結果

回答店舗数：256（外食店3，小売店253） 回答件数：6（外食店3，小売店3）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 4

両方 1

1

4

1

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして

直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 4

11-20% 0

21-30% 1

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 1

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

4

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0 1 2 3 4 5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 3

減った 2

変わらない 1

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

3

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 3 300

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 8,896

合計 9,696

3

0

1

0

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

14.実績金額はQ16に統合

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、0-10％という回答が最も多かったが、91-100%と回答した店もあり、この店は日本の商品を専門として小売店であったため取扱量が多くなって
いると推察する。

・日本産食材仕入金額は、増えたという店が３店と最も多い回答となった。コロナ禍の影響から家食需要の増加が購入につながったとうかがうえる。
・2020年の仕入金額は、1円～199万円の回答がもっとも多いが、2000万円以上と回答する店が２店あり、2店とも2021年も引き続き2000万円以上の仕入れをおこなっている。
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オーストラリア回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 200 66.7%

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500 100.0%

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 8,386 94.3%

合計 9,786 100.9%

2

0

1

1

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

実績金額公表店舗はなかった。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

回答 件数

増加すると思う 1

変わらないと思う 1

減少すると思う 0

わからない 4

1

1

0

4

0 1 2 3 4 5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

回答 件数

酒類 3

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 3

菓子類 1

調味料 3

肉類 1

乳製品 0

卵 0

米 1

青果物 0

魚介類 1

その他 0

3

0

3

1

3

1

0

0

1

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

3

新しい日本産食材を紹介してほしい 4

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 0

その他 0

2

1

3

4

1

1

1

0

0

0 1 2 3 4 5

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

【その他への記載内容】
酒類 :日本酒、柚子酒、ビール、酎ハイ、焼酎、ジン
調味料 :味噌、山葵、味醂、出汁、醤油、柚子

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 運賃の増加（JPからAU）。梱包費の費用の増加
変わらないと思う / パンデミックによる不確実性のため、購入計画に
大幅な変更を加える可能性はほとんどありません。
わからない / COVID19の解決策についてよくわからない
わからない / COVID19の解決策についてよくわからない
わからない / 渡航禁止令に応じて、増減がある
わからない / 2022年の見通しがつかない

・2021年の仕入金額は全体として100.9%と微増となった。。2000万円以上の仕入れを行った
２店は2020年も2000万円以上の仕入れを行っていた。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額は変わらないという回答が最も多く、新型コロナウイルス
終息について見通しがつかず、どうなるか分からないからという理由からであった。

・仕入れたい品目は、特に酒類、清涼飲料水、調味料など、日常で家庭に取り入れやすく外食店
でもよく使う品目が上位となった。

・希望する支援策は、新しい日本産食材の紹介という回答が最も多く、新しい食材は消費者の
意識を引くことができるためニーズが高い。
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オーストラリア回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、清涼飲料水150%、菓子類250%、牛乳・乳製品150%となっており、日常生活で家庭でも取り入れやすく外食店でもよく使用する品目が伸びの上位となった。

回答件数：6 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以

上
仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1600

1.酒類(2021年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1600 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

2.お茶・抹茶(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%

3.清涼飲料水(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

3.清涼飲料水(2021年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 300 150%

4.菓子類(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

4.菓子類(2021年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 500 250%

5.調味料(2020年) 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

5.調味料(2021年) 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 100%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 100

6.肉類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 150%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

9.米(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

9.米(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

11.魚介類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

12.その他(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

12.その他(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類
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オーストラリア回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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オーストラリア業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

回答 外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 3 1

両方 0 1

3.日本産食材の輸入経路（必須）

0

3

0

1

1

1

0 1 2 3 4

自らインポーターとし

て直接輸入

国内輸入卸を通して調

達

両方

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

0-10% 2 2

11-20% 0 0

21-30% 1 0

31-40% 0 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 0 0

71-80% 0 0

81-90% 0 0

91-100% 0 1

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増えた 0 3

減った 2 0

変わらない 1 0

0

2

1

3

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

1円-199万円 2 1

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 2

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は、外食店では卸を通しての調達という回答が最も多く、小売店では回答が分散した。
・2021年の日本産食材の取扱量は、0-10％という回答が最も多かったが、91-100%と回答した店もあり、この店は日本の商品を専門として小売店であったため取扱量が多くなっていると
推察する。

・日本産食材仕入金額は、小売店で増えたという店が３店と最も多い回答となった。コロナ禍の影響から家食需要の増加が購入につながったと推察する。一方で外食店は減ったと回答
した店が２店あり、外出自粛等の影響を受けたものとみられる。

・2020年の仕入金額は、1円～199万円の回答が最も多いが、2000万円以上と回答する小売店２店あり、2店とも2021年も引き続き2000万円以上の仕入れをおこなっている。

回答店舗数：256（外食店3，小売店253） 回答件数：6（外食店3，小売店3）
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オーストラリア業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

回答 外食店 小売店

1円-199万円 2 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 1

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 2

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

増加すると思う 0 1

変わらないと思う 1 0

減少すると思う 0 0

わからない 2 2

0

1

0

2

1

0

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

酒類 2 1

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 2 1

菓子類 0 1

調味料 2 1

肉類 0 1

乳製品 0 0

卵 0 0

米 1 0

青果物 0 0

魚介類 1 0

その他 0 0

2

0

2

0

2

0

0

0

1

0

1

0

1

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

回答 外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい 0 2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1 0

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行ってほしい 1 2

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 2

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 0 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 1

特になし 0 0

その他 0 0

0

1

1

2

0

0

0

0

0

2

0

2

2

1

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額は外食店よりも小売店の方が金額が高い結果となった。2000万円以上の
仕入れを行った２店は2020年も2000万円以上の仕入れを行っていた。

・2022年は昨年と比べ、外食店、小売店ともに仕入金額は変わらないという回答が最も多く、
新型コロナウイルス終息について見通しがつかず、どうなるか分からないからという理由から
であった。

・仕入れたい品目は、特に小売店で酒類、清涼飲料水、調味料など、日常で家庭に取り入れやす
い品目が上位となり、コロナ禍の家食需要によりよく購入された商品であると推察する。

・希望する支援策は、外食店、小売店とも新しい日本産食材の紹介に２店ずつが回答しており、
新しい食材は消費者の意識を引くことができるためニーズが高い。
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オーストラリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：1/6

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350

1.酒類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

3.清涼飲料水(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

3.清涼飲料水(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

4.菓子類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

4.菓子類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

5.調味料(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

6.肉類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

8.卵(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

8.卵(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

9.米(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

9.米(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

11.魚介類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

12.その他(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

12.その他(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

・品目別では、外食店ではすべての品目で前年同額であった。
コロナ禍により、新型コロナウイルス前のような客足は確保できず、仕入金額を伸ばすのは難しかったと推察する。
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オーストラリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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オーストラリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・品目別では、小売店では清涼飲料水200%、菓子類400%と、仕入が前年より大きく伸びている。
回答者の中で、酒販店のサポーター店が多く、小売店の酒類は1250万円と高値で横ばいだった。

小売店
回答件数：3/6

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1250

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1250 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

3.清涼飲料水(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

3.清涼飲料水(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 200%

4.菓子類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

4.菓子類(2021年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 400 400%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100

5.調味料(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100 100%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 50 100%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類
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オーストラリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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ニュージーランド回答結果

回答店舗数：7（外食店7，小売店0） 回答件数：1（外食店1，小売店0）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 1

両方 0

0

1

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

自らインポーターとして直接輸

入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 0

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 0

減った 0

変わらない 1

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 700

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は卸を通しての調達という回答となった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、11-20％という回答となった。
・日本産食材仕入金額は、変わらないという回答となった。ニュージーランドについては、2020年感染拡大となる前にロックダウンを実施したことで、2020年中に一度終息した。
そのため、2020年と2021年を比べた場合、単発的なロックダウンは実施したものの、他国と比べ店舗への影響は少なく済んだため、仕入金額も変わらなかったと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は600万円～799万円という回答となった。
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ニュージーランド回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / コロナによるロックダウンが2021年に比べ減少もしくはなくなると予想されるので

実績金額公表店舗はなかった

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 1 700 100.0%

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 700 100.0%

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 1

変わらないと思う 0

減少すると思う 0

わからない 0

1

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 1

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 0

調味料 1

肉類 1

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 0

魚介類 0

その他 0

1

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

0

新しい日本産食材を紹介してほしい 0

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 0

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 0

その他 0

1

1

0

0

0

0

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は昨年同等の100％となった。
・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答となり、ロックダウンが減少し、客足が増えることに期待が寄せられている。
・仕入れたい品目は、酒類、調味料、肉類という回答となった。
・希望する支援策は、サポータ店認定制度の認知向上、日本産食材の知名度向上、ジェトロの見本市・商談情報の３つが回答結果となった。
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ニュージーランド回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、酒類71％、清涼飲料水33%、調味料60％、魚介類33％と仕入金額が下がった品目があった。

回答件数：1 1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以

上
仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 350

1.酒類(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 71%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 33%

4.菓子類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

5.調味料(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

5.調味料(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 60%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

11.魚介類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 33%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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ニュージーランド回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※外食店のみの回答のためクロス集計はございません
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カナダ回答結果

回答店舗数：4（外食店3，小売店1） 回答件数：4（外食店3，小売店1）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

0

2

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 0

21-30% 0

31-40% 1

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 2

81-90% 1

91-100% 0

0

0

0

1

0

0

0

2

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 3

減った 0

変わらない 1

3

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 1 1,366

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,448

合計 7,414

0

0

1

0

0

1

1

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 2

両方 2

・輸入経路は卸を通しての調達という回答と、直接輸入と卸の両方という回答が同数となった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、71-80％、81-90%のと高い取引量の回答となった店が３店あった。
・日本産食材仕入金額は、増えたという回答が最も多く、カナダについては新型コロナウイルス感染が2021年9月に一時的に終息、その後12月頃からオミクロン株の感染に拡大とは
なったものの、一時的に緩和されたため、 2020年の自粛時と比べると客足が店に戻り、結果仕入れが増えた店が多かったのではと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は2000万円以上の回答もあり、2021年も2000万円以上の仕入れをおこなっている。
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カナダ回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / より高品質な製品、特に魚介類（寿司）の使用を検討している
減少すると思う / 輸送が遅れたため。
変わらないと思う / 日本からの魚、野菜、和牛、果物などの値段が高くなりそれに加え輸送費が高
騰、例年の３倍の金額になってます。これでは日本産の食料品の購入は減らさないとコストがかか
り過ぎるので今年は抑えようと考えています。

実績金額公表店舗はなかった

【その他への記載内容】
調味料 :味醂、酒、胡椒、塩、醤油,
魚介類 :ウニ、ハマチ、真鯛、スズキ、うなぎ、ホタテ ,
その他 :蕎麦

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0 0.0%

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 0 0 0.0%

1200万円-1399万円 0 0 0.0%

1400万円-1599万円 1 1,508

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,193 94.3%

合計 7,301 98.5%

0

0

0

1

1

0

0

1

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 2

変わらないと思う 1

減少すると思う 1

わからない 0

2

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 1

菓子類 0

調味料 1

肉類 0

乳製品 1

卵 0

米 2

青果物 1

魚介類 3

その他 1

2

0

1

0

1

0

1

0

2

1

3

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

0

新しい日本産食材を紹介してほしい 2

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 0

その他 0

1

1

0

2

2

2

2

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は全体として98.5%と微減となった。要因は外食店１店が昨年より仕入金額が
下がったことによる。2000万円以上の仕入れを行った店は2020年も2000万円以上の仕入れを行っ
ていた。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が最も多かった。2021年は新型コロナウイ
ルスにより消費者の減少だけでなく、輸送の遅れや価格の高騰などへも影響が出たが、2022年は
新型コロナウイルスの終息による客足の増加や輸送や価格の戻りに期待していると考える。

・仕入れたい品目は、特に魚介類の回答が多く、回答した店のうち２店が魚介類を主に扱う外食店
であったことが要因と考える。

・希望する支援策への回答は全体としてばらつきがあり、幅広い支援を求めていることが分かる。

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 1,366 1,508 110.4%
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カナダ回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では肉類が140%と最も高く、続いて酒類129%、米117%、青果物133%、魚介類127%と高い伸びとなった。
カナダでは神戸牛などをはじめとする和牛の認知が広がっており、コロナ禍の家食の疲れから、外食では特別感があり質の高い和牛の需要が高まったのではないかと推察する。

回答件数：4 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

1.酒類(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 450 129%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1350

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1450 107%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1350

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1350 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1350

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1350 100%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1450

5.調味料(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1550 107%

6.肉類(2020年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 500

6.肉類(2021年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 700 140%

7.牛乳・乳製品(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200

7.牛乳・乳製品(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 100%

8.卵(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200

8.卵(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 100%

9.米(2020年) 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 600

9.米(2021年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 700 117%

10.青果物(2020年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300

10.青果物(2021年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 133%

11.魚介類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1100

11.魚介類(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1400 127%

12.その他(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200

12.その他(2021年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300 150%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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カナダ回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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カナダ業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 0

国内輸入卸を通して調達 1 1

両方 2 0

0

1

2

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 0 0

21-30% 0 0

31-40% 1 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 0 0

71-80% 1 1

81-90% 1 0

91-100% 0 0

0

0

0

1

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 2 1

減った 0 0

変わらない 1 0

2

0

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 1 0

1200万円-1399万円 1 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

0

0

1

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

回答店舗数：4（外食店3，小売店1） 回答件数：4（外食店3，小売店1）

・輸入経路は外食店で直接輸入と卸の両方という回答が最も多かった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、71-80％、81-90%のと高い取引量の回答となった店が外食店で２店、小売店で１店あった。
・日本産食材仕入金額は、特に外食店で増えたという回答が最も多く、カナダについては新型コロナウイルス感染が2021年9月に一時的に終息、その後12月頃からオミクロン株の
感染に拡大となったものの、一時的に緩和されたため、 2020年の外出自粛時と比べると外食店での飲食が増えたのではと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は2000万円以上の回答は小売店の回答であり、2021年も2000万円以上の仕入れをおこなっている。
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カナダ業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 1 0

800万円-999万円 1 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 1 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

0

0

0

1

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 2 0

変わらないと思う 1 0

減少すると思う 0 1

わからない 0 0

2

1

0

0

0

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 1 1

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 1 0

菓子類 0 0

調味料 1 0

肉類 0 0

乳製品 0 1

卵 0 0

米 1 1

青果物 1 0

魚介類 3 0

その他 1 0

1

0

1

0

1

0

0

0

1

1

3

1

1

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほし
い

1 0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1 0

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を
行ってほしい

0 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 0

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2 0

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1 1

特になし 0 0

その他 0 0

1

1

0

2

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度の知名度・認知…

日本産食材の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の取り扱い方や調理方法に…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングし…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えて…

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年に2000万円以上の仕入れを行った小売店は2020年も2000万円以上の仕入れを行ってい
た。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が外食店で最も多かった。小売店は家
食需要の増加等で大きな影響を受けなかった可能性が高いが、外食店は外出自粛中は来店者が
減ってしまうことから、2022年の新型コロナウイルスの終息により客足が戻ることを期待し
ていると考える。

・仕入れたい品目は、特に魚介類の回答が多く、回答した店のうち２店が魚介類を主に扱う外食
店であったことが要因と考える。小売店では、酒類や乳製品、米などの回答となった。

・希望する支援策への回答は特に外食店から、新しい日本産食材の紹介や日本の生産者・輸入者
とのマッチングを希望しており、新たな食材や新たな生産者・輸入者からの仕入れにより消費
者の意識を引きたいと考えていると推察する。
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カナダ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・業種別品目別では外食店で、お茶・抹茶167%、米167%が最も伸びており、酒類129%、、調味料140%、肉類144%、青果物140%、魚介類129%、その他167%と、多くの品目で
前年比110%以上になっている。
お茶・抹茶や米はカナダでも日本産食材として知名度や人気が高く、続いて仕入金額が伸びた肉類も、神戸牛をはじめとして和牛の認知が高い。コロナ禍の家食の疲れから、
外食では特別感や質の高さをを求め需要が高まったのではないかと推察する。

外食店
回答件数：

3/4
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350

1.酒類(2021年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 450 129%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 167%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%

5.調味料(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

5.調味料(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350 140%

6.肉類(2020年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 450

6.肉類(2021年) 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 650 144%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 100%

9.米(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

9.米(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 167%

10.青果物(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

10.青果物(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 350 140%

11.魚介類(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1050

11.魚介類(2021年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1350 129%

12.その他(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

12.その他(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 167%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他
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カナダ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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カナダ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

小売店
回答件数：

1/4
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

1.酒類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

2.お茶・抹茶(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

2.お茶・抹茶(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1200 100%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

9.米(2020年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 450

9.米(2021年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 450 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

・小売店においては大部分で前年比100%を堅持していた。
カナダでは2020年の小売店の販売金額が外出自粛等の家食需要の増加により国内全体で伸び、2021年も一時緩和もあったが、オミクロン株の出現により外出自粛の傾向は大きく
変わらなかったため、仕入金額は変化しなかったと考えられる。
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カナダ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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米国回答結果

回答店舗数：15（外食店7，小売店8） 回答件数：9（外食店5，小売店4）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 7

両方 1

1

7

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 1

21-30% 0

31-40% 0

41-50% 1

51-60% 1

61-70% 1

71-80% 3

81-90% 0

91-100% 1

1

1

0

0

1

1

1

3

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 7

減った 0

変わらない 2

7

0

2

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 1 100

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 995

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 1 1,300

1400万円-1599万円 1 1,500

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 5 23,479

合計 27,374

1

0

0

0

1

0

1

1

0

0

5

0 1 2 3 4 5 6

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、71-80％の回答が最も高く、9店のうち6店が51％以上の取扱量と比較的高くなっている。
・日本産食材仕入金額は、増えたという回答が最も多く、アメリカについては2020年実施されていた外出自粛などがワクチン接種開始以降2021年は緩和されたことで、客足が店に戻
り、結果仕入れが増えた店が多かったのではと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は2000万円以上の回答が最も多く、非常に仕入金額が高い。
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米国回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / パンデミックは収まる
増加すると思う / 2020年2021年はコロナウイルスの影響で売上が落ち込んだので、少
し回復する見込み
増加すると思う / 製品コストの増加
減少すると思う / 抹茶の仕入を減らす
変わらないと思う / ありがたいことに、ほぼほぼ、毎日満席のため増える余地が少ない
わからない / コロナ次第だと思う

【その他への記載内容】
酒類 :ウィスキー,
お茶・抹茶:緑茶、紅茶、抹茶
青果物 :イチゴ、メロン、桃

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 0 0 0.0%

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 1 551

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0 0.0%

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0 0.0%

1400万円-1599万円 0 0 0.0%

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 2 3,800

2000万円 以上 5 23,694 100.9%

合計 28,345 103.5%

0

1

1

0

0

0

0

0

0

2

5

0 1 2 3 4 5 6

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 5

変わらないと思う 2

減少すると思う 1

わからない 1

5

2

1

1

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 4

お茶・抹茶 1

清涼飲料水 1

菓子類 2

調味料 3

肉類 1

乳製品 2

卵 0

米 0

青果物 2

魚介類 3

その他 1

4

1

1

2

3

1

2

0

0

2

3

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

3

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 3

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

0

新しい日本産食材を紹介してほしい 5

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 4

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 1

その他 1

3

3

0

5

4

3

1

1

1

0 1 2 3 4 5 6

サポーター店認定制度の知…

日本産食材の知名度・認知…

日本産食材の取り扱い方や…

新しい日本産食材を紹介し…

日本の生産者・輸出者と…

各国の輸入規制情報を教え…

ジェトロの見本市・商談情…

特になし

その他

・2020年に2000万円以上の仕入れを行った５店は2021年も変わらず2000万円以上の仕入れをおこなっている。
また、残りの4店中3店は2020年と比べて仕入金額が上昇しており、全体として103％の上昇という結果と
なっている。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が最も多かった。新型コロナウイルスの終息に期待が
高くなっている。

・仕入れたい品目は、特に酒類の回答が多く、ウイスキーと記載する店もあった。日本産ウイスキーは近年欧米
で人気が高いことから、サポーター店でもニーズが高まっていると考えられる。

・希望する支援策は、新たな食材の紹介の回答が最も多く、新しい食材を使用することで消費者の意識を引きた
いと考えていると推察する。

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（小売店） 7,547 8,087 107.2%

B（小売店） 995 551 55.4%

C（外食店） 2,588 3,019 116.7%
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米国回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、すべての品目で前年比100％以上を維持しており、特に酒類145%とお茶・抹茶121%が110%を超えている。
酒類は欧米での日本産ウィスキーの人気も影響していると考えられる。お茶・抹茶などは日常に取り入れやすい品目であり、小売店だけでなく外食店でも販売していることから
購入が上がっていると考えられる。

回答件数：9 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 1 3 1 0 0 0 0 0 0 2 1 3700

1.酒類(2021年) 0 1 2 1 0 0 0 1 0 0 3 1 5350 145%

2.お茶・抹茶(2020年) 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1950

2.お茶・抹茶(2021年) 6 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2350 121%

3.清涼飲料水(2020年) 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 2000

3.清涼飲料水(2021年) 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 2000 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 3500

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3750 107%

5.調味料(2020年) 1 1 0 1 2 0 0 0 0 0 2 2 3850

5.調味料(2021年) 1 0 1 0 2 1 0 0 0 0 2 2 4150 108%

6.肉類(2020年) 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 4 1150

6.肉類(2021年) 1 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 4 1250 109%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150 100%

9.米(2020年) 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 2950

9.米(2021年) 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 3050 103%

10.青果物(2020年) 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450

10.青果物(2021年) 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450 100%

11.魚介類(2020年) 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 2 5350

11.魚介類(2021年) 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 4 2 5650 106%

12.その他(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 4750

12.その他(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 4750 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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米国回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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米国業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：15（外食店7，小売店8） 回答件数：9（外食店5，小売店4）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 5 2

両方 0 1

0

5

0

1

2

1

0 1 2 3 4 5 6

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 1 0

11-20% 0 1

21-30% 0 0

31-40% 0 0

41-50% 1 0

51-60% 0 1

61-70% 1 0

71-80% 1 2

81-90% 0 0

91-100% 1 0

1

0

0

0

1

0

1

1

0

1

0

1

0

0

0

1

0

2

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 4 3

減った 0 0

変わらない 1 1

4

0

1

3

0

1

0 1 2 3 4 5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 1 0

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 1

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 1 0

1400万円-1599万円 1 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 2 3

1

0

0

0

0

0

1

1

0

0

2

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は外食店、小売店ともに卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、小売店の71-80％の回答が最も高くなっているが、外食店も91₋100%と回答する店があるなど、取扱量が高い。
・日本産食材仕入金額は、外食店、小売店ともに増えたという回答が最も多く、アメリカについては2020年実施されていた外出自粛などがワクチン接種開始以降2021年は緩和されたこ
とで特に外食店は客足が戻り、結果仕入れが増えた店舗が多かったのではと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は2000万円以上の回答が最も多く、5店のうち3店は小売店という結果となっている。
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米国業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 0 0

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 0 1

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 2 0

2000万円 以上 2 3

0

1

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

3

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 3 2

変わらないと思う 1 1

減少すると思う 0 1

わからない 1 0

3

1

0

1

2

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 4 0

お茶・抹茶 0 1

清涼飲料水 0 1

菓子類 0 2

調味料 1 2

肉類 1 0

乳製品 0 2

卵 0 0

米 0 0

青果物 1 1

魚介類 2 1

その他 1 0

4

0

0

0

1

1

0

0

0

1

2

1

0

1

1

2

2

0

2

0

0

1

1

0

0 1 2 3 4 5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほ
しい

3 0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を
行ってほしい

0 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 1

特になし 0 1

その他 1 0

3

2

0

2

2

2

0

0

1

0

1

0

3

2

1

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度を…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほ…

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほ…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2020年に2000万円以上の仕入れを行った外食店２店と小売店３店は2021年も変わらず2000万
円以上の仕入れをおこなっている。また、2020年と比べて外食店の仕入金額が上昇しており、
外出自粛の緩和等が消費を増やし仕入れが上がっていると考える。

・2022年は昨年と比べ、特に外食店の仕入金額が増加するという回答が最も多かった。外出自
粛等の緩和により外食店への客足の戻りを期待していると考える。

・仕入れたい品目は、外食店での酒類の回答が最も多かった。小売店は回答が分散しているが、
その中でも菓子類や調味料、乳製品など日常生活に取り入れやすい品目が多くなっている。

・希望する支援策は、外食店ではサポーター店認定制度の知名度の向上、小売店では新たな食材
の紹介の回答が最も多くなった。
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米国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・品目別では、外食店では酒類が257%と大きく伸びており、調味料130%、肉類110%、米120%、魚介類111%と110%を超えていた。
特に酒類について、消費者の意識をひくために欧米で人気の上がっている日本産ウイスキー等の仕入れが伸びていると推察する。

外食店
回答件数：

5/9
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1050

1.酒類(2021年) 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 2700 257%

2.お茶・抹茶(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200

2.お茶・抹茶(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 100%

3.清涼飲料水(2020年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300

3.清涼飲料水(2021年) 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 300 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

4.菓子類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

5.調味料(2020年) 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1000

5.調味料(2021年) 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1300 130%

6.肉類(2020年) 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1000

6.肉類(2021年) 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1100 110%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

9.米(2020年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 500

9.米(2021年) 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 600 120%

10.青果物(2020年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 400

10.青果物(2021年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 400 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1 2800

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 1 3100 111%

12.その他(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1100

12.その他(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1100 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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米国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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米国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・品目別では、小売店ではお茶・抹茶が123%と数値が高くなった。
外出自粛令が緩和されたとはいえ、感染を避け自宅で過ごす時間が引き続き多くなっていることから、家庭で取り入れやすい品目であるお茶・抹茶の購入が上がっているのではな
いかと推察する。

小売店
回答件数：

4/9
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2650

1.酒類(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2650 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1750

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2150 123%

3.清涼飲料水(2020年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1700

3.清涼飲料水(2021年) 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1700 100%

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 3350

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 3600 107%

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 2850

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 2850 100%

6.肉類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

6.肉類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2450

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2450 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50 100%

11.魚介類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2550

11.魚介類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2550 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3650

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3650 100%

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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米国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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ブラジル回答結果

回答店舗数：11（外食店5，小売店6） 回答件数：10（外食店4，小売店6）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 8

両方 1

1

8

1

0 2 4 6 8 10

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 1

21-30% 0

31-40% 5

41-50% 2

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 1

81-90% 0

91-100% 0

1

1

0

5

2

0

0

1

0

0 1 2 3 4 5 6

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

回答 件数

増えた 4

減った 4

変わらない 2

4

4

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 7 715

200万円-399万円 2 510

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 1 1,900

2000万円 以上 0 0

合計 3,125

7

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、31-40％の回答との回答が最も多くなった。71-80%と回答した店も１店あり、この店は日本専門の小売店となるため取扱量が多くなっている。
・日本産食材仕入金額は、増えたという回答と、減ったという回答がそれぞれ４店ずつとばらついた結果となった。
・2020年の日本産食材仕入金額は1円～199万円が最も多くなっていて、1800万円～1999万円の仕入れを行ったという店も１店あった。
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ブラジル回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 売上が上がる見込みがあるからです。
増加すると思う / 新しいウェブサイトとマーケティング活動
増加すると思う / 私たちは2年半の歴史を持つ新会社であり、成長の見通しがあります。
増加すると思う / 観光のリリースによれば増加する
増加すると思う / パンデミックが収束し始めるので増えると思います。
増加すると思う / ビジネスの成長
減少すると思う / ブラジルでは経済危機、高ドル、インフレ、失業に直面しているため、おそらく減少します
変わらないと思う / 国内輸入卸売業者は日本からの多くの製品を見出していないため

【その他への記載内容】
酒類 :エビスビール,日本酒、ビール,whisky,

清涼飲料水:カルピス、お茶、ラムネ,缶コーヒー、ロイヤルミルクティー,

お茶・抹茶:日本のものならなんでも、午後の紅茶
調味料 :ハイミー、鶏ガラスープ、コンソメ味、牡蠣醤油
菓子類 :あんこ
肉類 :和牛,

魚介類 :鰹節,ソース、海藻類,本鮪
米 :高品質の米,新潟こしひかり,

6

2

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 2 4 6 8

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 8

変わらないと思う 1

減少すると思う 1

わからない 0

8

1

1

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 4

お茶・抹茶 5

清涼飲料水 4

菓子類 2

調味料 4

肉類 1

乳製品 1

卵 0

米 4

青果物 0

魚介類 4

その他 1

4

5

4

2

4

1

1

0

4

0

4

1

0 1 2 3 4 5 6

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向
上してほしい

8

日本産食材の知名度・認知度を向上してほし
い

7

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい
て講習を行ってほしい

3

新しい日本産食材を紹介してほしい 6

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 6

各国の輸入規制情報を教えてほしい 3

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 6

特になし 1

その他 0

8

7

3

6

6

3

6

1

0

0 2 4 6 8 10

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、2020年には1円～199万円だった店が2020年に1800万円～1999万円に
上昇するなどにより、 2020年と比べ全体として237％の上昇となった。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が最も多かった。新型コロナウイルスの
終息や観光客の戻りなどに期待が高くなっている。

・仕入れたい品目は、特にお茶・抹茶特が多く、日本の商品であれば品種は問わないとの意見も
あり、日本産食材の人気の高さがうかがえる結果となった。

・希望する支援策はサポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしいとの回答が最も多
く、サポーター店の知名度向上により、さらなる集客をねらうと推察する。

回答 件数
2021中間値合

計（万円）
前年比

1円-199万円 6 600 83.9%

200万円-399万円 2 589 115.5%

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0 0.0%

2000万円 以上 1 4,193

合計 5,882 188.2%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（外食店） 210 338 161.0%

B（外食店） 115 251 218.3%
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ブラジル回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、お茶・抹茶121%、清涼飲料水160%、菓子類129%、調味料135%、牛乳・乳製品167%、米167%、その他116%と110%を超えており、多くの品目が前年より大きく
伸びている。
特に牛乳・乳製品と米の伸びが大きく、どちらもブラジルでは日常的によく食べられている食材となるため、日常生活に取り入れやすい。コロナ禍による家食の増加により、
日本産の牛乳・乳製品や米を購入してみる方が増えたのではないかと推察する。

回答件数：10 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 6 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 900

1.酒類(2021年) 7 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 900 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 700

2.お茶・抹茶(2021年) 7 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 850 121%

3.清涼飲料水(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 250

3.清涼飲料水(2021年) 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 400 160%

4.菓子類(2020年) 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 350

4.菓子類(2021年) 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 450 129%

5.調味料(2020年) 6 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1000

5.調味料(2021年) 5 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1350 135%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100

6.肉類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 450

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 5 750 167%

8.卵(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100

8.卵(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100 100%

9.米(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 150

9.米(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 250 167%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 100 100%

11.魚介類(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 250

11.魚介類(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 250 100%

12.その他(2020年) 4 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 3 1250

12.その他(2021年) 4 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3 1450 116%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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ブラジル回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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ブラジル業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 4 4

両方 0 1

0

4

0

1

4

1

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 1

11-20% 1 0

21-30% 0 0

31-40% 3 2

41-50% 0 2

51-60% 0 0

61-70% 0 0

71-80% 0 1

81-90% 0 0

91-100% 0 0

0

1

0

3

0

0

0

0

0

0

1

0

0

2

2

0

0

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 1 3

減った 1 3

変わらない 2 0

1

1

2

3

3

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 3 4

200万円-399万円 1 1

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 1

2000万円 以上 0 0

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は外食店、小売店ともに卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、外食店での31-40％の回答が最も多かった。71-80%と回答した店は小売店となり、この店は日本専門の小売店となるため取扱量が多くなっている。
・日本産食材仕入金額は、増えたという回答と、減ったという回答が外食店・小売店共にそれぞれ４店ずつとばらついた結果となった。
・2020年の日本産食材仕入金額は外食店の1円～199万円が最も多くなっており、1800万円～1999万円の仕入れをおこなったという小売店も１店あった。

回答店舗数：11（外食店5，小売店6） 回答件数：10（外食店4，小売店6）
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ブラジル業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 2 4

200万円-399万円 2 0

400万円-599万円 0 1

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 4 4

変わらないと思う 0 1

減少すると思う 0 1

わからない 0 0

4

0

0

0

4

1

1

0

0 1 2 3 4 5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 1 3

お茶・抹茶 1 4

清涼飲料水 1 3

菓子類 1 1

調味料 1 3

肉類 1 0

乳製品 0 1

卵 0 0

米 3 1

青果物 0 0

魚介類 3 1

その他 0 1

1

1

1

1

1

1

0

0

3

0

3

0

3

4

3

1

3

0

1

0

1

0

1

1

0 1 2 3 4 5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほしい 4 4

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 3 4

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を行っ
てほしい

1 2

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 4

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 3 3

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 3 3

特になし 0 1

その他 0 0

4

3

1

2

3

1

3

0

0

4

4

2

4

3

2

3

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額は、2020年には1800万円～1999万円だった店が2020年に2000万円以上に
上昇するなど、コロナ禍の家食需要の増加により小売店の仕入金額増加がみられた。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が外食店、小売店ともに最も多かった。
・仕入れたい品目は、特に小売店のお茶・抹茶が最も多く、自宅での時間が多くなっていること
から日本の茶を自宅て試す方が増えているのではと推察する。

・希望する支援策は、外食店、小売店共にサポーター店認定制度の知名度・認知度の向上と、小
売店は日本産食材の知名度・認知度を向上や新しい日本産食材の紹介の回答が高くなった。
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ブラジル業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・品目別では、外食店は、特にお茶・抹茶が250％と多く、続いて清涼飲料水150%、調味料250%、牛乳・乳製品233%、米200%と、前年比110%以上に大きく伸びた。

外食店
4/10

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

1.酒類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 250%

3.清涼飲料水(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 150%

4.菓子類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

4.菓子類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

5.調味料(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 250%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

6.肉類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 233%

8.卵(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

8.卵(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

9.米(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

9.米(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 200%

10.青果物(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%

11.魚介類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

12.その他(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

12.その他(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100 100%
１２その他

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類
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ブラジル業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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ブラジル業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・小売店では清涼飲料水167%、菓子類140%、調味料122%、牛乳・乳製品133%、その他117%と、前年比110%以上に伸びた。
仕入金額が上がった品目は日常生活に取り入れやすいため、コロナ禍で自宅時間が増える中、日本産食材のを試していただく方が増えたのではと推察する。

小売店
6/10

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 3 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 750

1.酒類(2021年) 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 750 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 600

2.お茶・抹茶(2021年) 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 600 100%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

3.清涼飲料水(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 250 167%

4.菓子類(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 250

4.菓子類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 350 140%

5.調味料(2020年) 4 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 900

5.調味料(2021年) 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1100 122%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

6.肉類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 300

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 400 133%

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 50 100%

10.青果物(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

10.青果物(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 100

11.魚介類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 100 100%

12.その他(2020年) 2 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1150

12.その他(2021年) 2 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1350 117%
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ブラジル業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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メキシコ回答結果

回答店舗数：4（外食店4，小売店0） 回答件数：4（外食店4，小売店0）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 3

両方 1

0

3

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 1

31-40% 1

41-50% 1

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 1

減った 1

変わらない 2

1

1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 2 200

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 1 1,100

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 1,600

2

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、21-50％の回答となった。回答者が外食店のみであったため、現地食材と日本産食材を組み合わせての提供となり日本産食材の取扱量比率が全体
の半分までという回答になったと推察する。

・日本産食材仕入金額は、変わらないという回答が最も多くなった。メキシコは2020年は欧米のような大規模なロックダウンは実施しておらず、飲食店も一時的に店頭販売やテイクア
ウトのみとなったが、営業は継続していたため、2020年と比べて仕入金額の変化が少なかったと考えられる。

・2020年の日本産食材仕入金額は1円～199万円が最も多くなっている。
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メキシコ回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 販売が始まっている
増加すると思う / 2022年から販売額が増加する
変わらないと思う / 今までも変わらないから
わからない / コロナウイルス

実績金額公表店舗はなかった

【その他への記載内容】
酒類 :サッポロ、アサヒビール,

清涼飲料水:カルピス,

調味料 :赤みそ、白みそ、味醂,発酵調味料
肉類 :サーロイン和牛,

魚介類 :甘えび,

その他 :寿司ケースなどの備品

1

0

1

0

0

0

1

0

0

1

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 2

変わらないと思う 1

減少すると思う 0

わからない 1

2

1

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 1

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 1

菓子類 0

調味料 3

肉類 1

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 0

魚介類 2

その他 1

1

0

1

0

3

1

0

0

0

0

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向
上してほしい

0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 3

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 0

その他 0

0

1

1

3

3

0

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度を…

日本産食材の取り扱い方や調理…

新しい日本産食材を紹介してほ…

日本の生産者・輸出者とマッチ…

各国の輸入規制情報を教えてほ…

ジェトロの見本市・商談情報を…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、2020年には1円～199万円だった店が2020年に1800万円～1999万円に
上昇するなどにより、 2020年と比べ全体として237％の上昇となった。

・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するという回答が最も多かった。
・仕入れたい品目は、特に調味料が多く、中でも味噌や味醂などの発酵調味料に対してのニーズ
が高い。

・希望する支援策は新しい日本産食材の紹介と日本の生産者・輸出者とのマッチングの回答が最
も多く、新たな食材や新たな生産者・輸入者からの仕入れにより消費者の意識を引きたいと
考えていると推察する。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 1 100 50.0%

200万円-399万円 0 0 0.0%

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0 0.0%

1200万円-1399万円 1 1,300

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 1 1,900

2000万円 以上 0 0

合計 3,800 237.5%
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メキシコ回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別ではほとんどの品目が110%を超えており、中でも酒類は471%と非常に大きく伸びた。
問20の自由回答でサッポロビールやアサヒビールなどビールの記載が多かったため、特にビールの仕入れが伸びていると推察する。
肉類も333％と高い伸びとなり、和牛への認知の拡大や、2021年から仕入れを開始した店があったことによる影響と考えられる。

回答件数：4 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

1.酒類(2021年) 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1650 471%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

2.お茶・抹茶(2021年) 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 160%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

3.清涼飲料水(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 133%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

4.菓子類(2021年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 267%

5.調味料(2020年) 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 650

5.調味料(2021年) 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 700 108%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

6.肉類(2021年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 500 333%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

9.米(2020年) 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

9.米(2021年) 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600 171%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

10.青果物(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 133%

11.魚介類(2020年) 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 450

11.魚介類(2021年) 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800 178%

12.その他(2020年) 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 550

12.その他(2021年) 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1100 200%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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メキシコ回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※外食店のみの回答のためクロス集計はございません
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イタリア回答結果

回答店舗数：10（外食店8，小売店2 ） 回答件数：10（外食店8，小売店2）

・輸入経路は卸を通している店と、自らインポーターとして輸入と卸を通す両方を実施している店が同数であった。
・イタリアでの2021年の日本産食材の取扱量は分散しているが、80％以上と答えた店も3店あった。この3店は日本産食材専門店と日本食レストランであったことから日本産食材の取
扱量の比率が高くなったと考えられる。

・10店のうち、日本産食材仕入金額が昨年より増えたと回答した店が５店と最も多かった。推察ではあるが、イタリアでは、コロナ禍でデリバリーへの参入が増えていることから、
レストランへでの飲食は減ったものの、家食やデリバリーでの消費が増えたことが要因と考える。

・日本産食材仕入金額は200万～399万円の回答が4店と最も多くなった。

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 5

両方 5

0

5

5

0 1 2 3 4 5 6

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 1

31-40% 2

41-50% 1

51-60% 1

61-70% 0

71-80% 1

81-90% 2

91-100% 1

0

1

1

2

1

1

0

1

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 5

減った 1

変わらない 4

5

1

4

0 1 2 3 4 5 6

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 1 100

200万円-399万円 4 1,147

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 1 700

800万円-999万円 1 925

1000万円-1199万円 2 2,200

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 5,572

1

4

1

1

1

2

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上



143

イタリア回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / ビジネスが増えることを願っています
増加すると思う / 顧客が増えるので
増加すると思う / 日本食材に興味を持っている客がおり、レストランのショップでも販売を開始している。
増加すると思う / コロナも終わり経済が回復することを祈ります。
増加すると思う / コロナが終息し観光客が戻るだろうと予想します。
変わらないと思う / covid 19の影響により、営業の予測がつかない。
わからない / パンデミックは不可避だから

実績金額公表はなかった

【その他への記載内容】
酒類 :ビール、ウィスキー、日本酒,日本ワイン,焼酎
清涼飲料水:ラムネ、ポカリ ,

調味料 :神州一味噌、照り焼きソース、焼きそばソース
菓子類 :チョコレート,

肉類 :和牛
青果物 :わさび、ゆず
魚介類 :鯵、鯛、ホッケ,鮮魚

2

2

2

1

1

0

2

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 5

変わらないと思う 3

減少すると思う 0

わからない 2

5

3

0

2

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 3

お茶・抹茶 2

清涼飲料水 3

菓子類 4

調味料 4

肉類 2

牛乳・乳製品 0

卵 0

米 2

青果物 2

魚介類 2

その他 0

3

2

3

4

4

2

0

0

2

2

2

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

8

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 6

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

2

新しい日本産食材を紹介してほしい 5

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 3

特になし 0

その他 0

8

6

2

5

1

1

3

0

0

0 2 4 6 8 10

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、イタリア全体で昨年より124％上昇。コロナ禍において続く家食や日
本食レストランのデリバリーなどが増加の要因ではと考える。

・10店中半分が2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加すると答えており、新型コロナウイルス
の終息を見越したレストランへの来客や観光客の増加などに期待した回答となった。

・仕入れたい品目は、菓子類や調味料などが多く、金額や食べ方等、日常生活に取り入れやす
いためと推測する。

・サポーター店支援政策は、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答が最も多
かった。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 200 200.0%

200万円-399万円 2 670 58.4%

400万円-599万円 2 1,000 200.0%

600万円-799万円 1 700 100.0%

800万円-999万円 1 1,751 189.3%

1000万円-1199万円 0 0 0.0%

1200万円-1399万円 2 2,600

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 6,921 124.2%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実
績（万円）

前年比

A（外食店） 247 370 149.8%

B（外食店） 925 851 92.0%
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イタリア回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別ではすべての品目が前年比110%を超えた。特に酒類の伸びが最も高く、レストラン等がコロナ禍で締まっている中、自宅で酒を飲む頻度が上がりいつも飲んでいる酒とは
違う、日本の酒を手に取る方が増えたのではと考える。

回答件数：10 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 550

1.酒類(2021年) 5 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 950 173%

2.お茶・抹茶(2020年) 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 700

2.お茶・抹茶(2021年) 8 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800 114%

3.清涼飲料水(2020年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 400

3.清涼飲料水(2021年) 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 500 125%

4.菓子類(2020年) 8 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 650

4.菓子類(2021年) 5 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1050 162%

5.調味料(2020年) 6 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 850

5.調味料(2021年) 4 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1150 135%

6.肉類(2020年) 7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 600

6.肉類(2021年) 5 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1000 167%

7.牛乳・乳製品(2020年) 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 600

7.牛乳・乳製品(2021年) 4 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 700 117%

8.卵(2020年) 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6 500

8.卵(2021年) 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 6 600 120%

9.米(2020年) 4 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 850

9.米(2021年) 3 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 1050 124%

10.青果物(2020年) 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 600

10.青果物(2021年) 5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 700 117%

11.魚介類(2020年) 4 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 850

11.魚介類(2021年) 2 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 1150 135%

12.その他(2020年) 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 300

12.その他(2021年) 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 600 200%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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イタリア回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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イタリア業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：10（外食店8，小売店2 ） 回答件数：10（外食店8，小売店2）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 0

国内輸入卸を通して調達 5 0

両方 3 2

0

5

3

0

0

2

0 1 2 3 4 5 6

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 0 1

21-30% 1 0

31-40% 2 0

41-50% 1 0

51-60% 1 0

61-70% 0 0

71-80% 1 0

81-90% 2 0

91-100% 0 1

0

0

1

2

1

1

0

1

2

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 4 1

減った 1 0

変わらない 3 1

4

1

3

1

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 1 0

200万円-399万円 3 1

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 1 0

800万円-999万円 1 0

1000万円-1199万円 1 1

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

1

3

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は外食店は卸を通した調達が多く、小売店は直接輸入と卸を通す経路の両方が多くなった。
・外食店は寿司バーや日本食専門店などであるため、日本産食材の仕入取扱量が多い傾向がある。
・イタリアの特徴として、コロナ禍にもかかわらず外食店の仕入金額が増加している傾向である。新型コロナウイルスによるロックダウンでイタリアでは急激に
フードデリバリーが人気となったため、外食店も影響を受け仕入金額が増加したのではないかと推察する。

・2020年の仕入金額については、外食店での200万円～399万円の回答が最も多かった。
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イタリア業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 2 0

200万円-399万円 1 1

400万円-599万円 2 0

600万円-799万円 1 0

800万円-999万円 1 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 1 1

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

2

1

2

1

1

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 5 0

変わらないと思う 2 1

減少すると思う 0 0

わからない 1 1

5

2

0

1

0

1

0

1

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 3 0

お茶・抹茶 1 1

清涼飲料水 3 0

菓子類 3 1

調味料 3 1

肉類 2 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 1 1

青果物 2 0

魚介類 2 0

その他 0 0

3

1

3

3

3

2

0

0

1

2

2

0

0

1

0

1

1

0

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

6 2

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 5 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

2 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 5 0

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 0

各国の輸入規制情報を教えてほしい 0 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2 1

特になし 0 0

その他 0 0

6

5

2

5

1

0

2

0

0

2

1

0

0

0

1

1

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい

日本産食材の取り扱い方や調理方法について…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額は、外食店の1円～199万円、400万円～599万円が多くなった。
・外食店は2022年は昨年と比べ「増加する」と回答した数か多く、新型コロナウイルスの終息
を見越したレストランへの来客や観光客の増加などに期待した回答となった。

・仕入れたい品目は、外食店で酒や清涼飲料水、菓子類や調味料などが多く、小売店ではお
茶・抹茶や菓子・調味料など日常生活に取り入れやすい品目が回答された。

・サポーター店支援策は、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答が外食店で
最も多かった。
また、外食店からは新しい日本食材の紹介も回答数が多く、目新しさも外食店には重要とな
る。
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イタリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・業種別品目別は、外食店ではお茶・抹茶が100%のほかはすべて110%を超えており、堅調だった。
特に仕入れが上がったのは酒類・菓子類と、初めて日本食を食べる方にも試しやすい品目の仕入れが伸びている。

外食店
回答件数：

8/10
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500

1.酒類(2021年) 5 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800 160%

2.お茶・抹茶(2020年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400

2.お茶・抹茶(2021年) 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 100%

3.清涼飲料水(2020年) 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

3.清涼飲料水(2021年) 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 450 129%

4.菓子類(2020年) 7 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600

4.菓子類(2021年) 5 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 900 150%

5.調味料(2020年) 5 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800

5.調味料(2021年) 4 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1000 125%

6.肉類(2020年) 6 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 550

6.肉類(2021年) 4 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 950 173%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 550

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 650 118%

8.卵(2020年) 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 450

8.卵(2021年) 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 5 550 122%

9.米(2020年) 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 800

9.米(2021年) 2 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1000 125%

10.青果物(2020年) 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 550

10.青果物(2021年) 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 650 118%

11.魚介類(2020年) 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 800

11.魚介類(2021年) 1 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1100 138%

12.その他(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 250

12.その他(2021年) 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 450 180%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料
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イタリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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イタリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・業種別品目別では、小売店は酒類300%、お茶・抹茶133%、菓子類300%、調味料300%、その他300%で110%を超えており、大部分の品目で着実に伸びをみせている。
特に仕入れが上がったのは酒類・菓子類で、初めて日本食を食べる方にも試しやすい品目の仕入れが伸びている。

小売店
回答件数：

2/10
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

1.酒類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300

2.お茶・抹茶(2021年) 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400 133%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

4.菓子類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

4.菓子類(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

5.調味料(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

5.調味料(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

12.その他(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水
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イタリア業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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英国回答結果

回答店舗数：2 （外食店1，小売店1）回答件数：2（外食店1，小売店1）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 2

両方 0

0

2

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 0

21-30% 0

31-40% 1

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 1

81-90% 0

91-100% 0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 1

減った 0

変わらない 1

1

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 2 200

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 200

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は２店とも卸を通した調達と回答した。
・イギリスでのでの2021年の日本産食材の取扱量は71-80％と回答する店もあった。
・日本産食材仕入金額が減ったと回答した店はなく、増えたもしくは変わらないという回答となった。
・日本産食材仕入金額は２店とも1円～199万円となった。
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英国回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / ビジネスの拡大

実績金額公表店舗はなかった

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 200 100.0%

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 200 100.0%

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 1

変わらないと思う 1

減少すると思う 0

わからない 0

1

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 0

清涼飲料水 0

菓子類 1

調味料 1

肉類 0

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 0

魚介類 0

その他 0

2

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上して
ほしい

1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を
行ってほしい

0

新しい日本産食材を紹介してほしい 2

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 0

その他 0

1

1

0

2

2

2

2

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

サポーター店認定制度…

日本産食材の知名度・…

日本産食材の取り扱い…

新しい日本産食材を紹…

日本の生産者・輸出者…

各国の輸入規制情報を…

ジェトロの見本市・商…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、2020年同様に1円～199万円となった。
・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するもしくは変わらないと答えており、減少すると思うという回答はなかった。
・仕入れたい品目は、特に酒類が多く、次に菓子類や調味料などが多い金額や食べ方等、日常生活に取り入れやすいためと考えられる。
・希望する支援策は2店とも、日本産食材の取り扱い方や調理方法、新しい日本産食材の紹介、生産者・輸出者とのマッチング、ジェトロの見本市・商談情報を、選択している。
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英国回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別ではお茶・抹茶200%、青果物200%と前年を大きく上回り、他の品目は前年並みであった。
コロナ禍で自宅で過ごす時間が増えており、日本茶等を楽しむ需要が増したのではと推察する。

回答件数：2 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

1.酒類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 200%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

4.菓子類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

4.菓子類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

5.調味料(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

5.調味料(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

6.肉類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

6.肉類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

10.青果物(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 200%

11.魚介類(2020年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

11.魚介類(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 50 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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英国回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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英国業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：2 （外食店1，小売店1）回答件数：2（外食店1，小売店1）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 0

国内輸入卸を通して調達 1 1

両方 0 0

0

1

0

0

1

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

自らインポーターとして直

接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 0 0

21-30% 0 0

31-40% 1 0

41-50% 0 0

51-60% 0 0

61-70% 0 0

71-80% 0 1

81-90% 0 0

91-100% 0 0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 0 1

減った 0 0

変わらない 1 0

0

0

1

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 1 1

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は２店とも卸を通した調達と回答した。
・取扱量は小売店の方が外食店よりも高く、7割を超える比率となった。
・日本産食材仕入金額が減ったと回答した店はなく、増えたもしくは変わらないという回答となった。外食店の方は変わらないと回答し、小売店の方は増えたと回答していること
から、外食店は外出自粛等の影響はあったものの昨年と同じ程度の来客、もしくは客足は減ったもののデリバリーやテイクアウトなどで昨年同様に、小売店は家食により購入が
増加したと推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は外食店・小売店は同じ1円～199万円となった。
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英国業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 1 1

200万円-399万円 0 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 1 0

変わらないと思う 0 1

減少すると思う 0 0

わからない 0 0

1

0

0

0

0

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 1 1

お茶・抹茶 0 0

清涼飲料水 0 0

菓子類 0 1

調味料 0 1

肉類 0 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 0 0

青果物 0 0

魚介類 0 0

その他 0 0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上
してほしい

1 0

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 1 0

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

0 0

新しい日本産食材を紹介してほしい 1 1

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1 1

特になし 0 0

その他 0 0

1

1

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

サポーター店認定制度の知名度・認知度を…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほ…

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほ…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額は、2020年同様に1円～199万円となった。
・2022年は昨年と比べ、仕入金額が増加するもしくは変わらないと答えており、外食店が増加
すると思うを選択していることから、新型コロナウイルス終息後の客の戻りに期待をしてい
ると考えられる。

・仕入れたい品目は、小売店・外食店も共に特に酒類を選択しており、外食店は菓子類や調味
料などを選択している。

・希望する支援策は2店とも、日本産食材の取り扱い方や調理方法、新しい日本産食材の紹介、
生産者・輸出者とのマッチング、ジェトロの見本市・商談情報を選択している。
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英国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：1/2

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

4.菓子類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

5.調味料(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

5.調味料(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

8.卵(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

8.卵(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

9.米(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

9.米(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

12.その他(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

・外食店はすべての品目て昨年と同等の金額となった。回答者が個人経営の外食店ということもあり、すべての品目で１円～９９万円の仕入金額にとどまっている。
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英国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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英国業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

小売店
回答件数：1/2

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

1.酒類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

4.菓子類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

5.調味料(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

5.調味料(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

6.肉類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

11.魚介類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

・品目別では、小売店も酒類、菓子類、調味料、肉類、魚介類で昨年同様の仕入金額となった。
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スペイン回答結果

回答店舗数：4（外食店0，小売店4） 回答件数：4（外食店0，小売店4）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 3

両方 0

1

3

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 1

11-20% 0

21-30% 2

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 0

61-70% 0

71-80% 1

81-90% 0

91-100% 0

1

0

2

0

0

0

0

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 2

減った 0

変わらない 2

2

0

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 2 117

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 1 737

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 1,154

2

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

・輸入経路は卸を通しての経路という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、21-30％以上と答えた店は2店と最も多い回答となった。71-80%と回答する店も１店あった。
・日本産食材仕入金額が減ったと回答した店はなく、増えたもしくは変わらないという回答となった。回答者がすべて小売店であったことから、コロナ禍による家食の増加により
大きな影響を受けなかった、もしくは仕入れが増加したと考えられる。

・2020年は日本産食材仕入金額は1～円199万円の回答が最も多くなった。お茶などの単価の低い品目の仕入れが増えていることが要因と考える。
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スペイン回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 新規OPENしたのが2021年8月のため
増加すると思う / 会社のプロモーションイベントの増加と日本からの輸入品への投資
増加すると思う / 経済も増えるから。
減少すると思う / Covid-19の新しい世界的な状況について、私たちの売上を予測することは非常
に困難です。

【その他への記載内容】
酒類 :石川県産、三重県産、山形県産、岐阜県産、

大分県産,日本酒、ウィスキー、焼酎、ビール,

お茶・抹茶:伊勢茶,煎茶、抹茶
魚介類 :鮮魚、天然もの,

その他 :丼、急須、湯呑,台所用品

2

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 3

変わらないと思う 0

減少すると思う 1

わからない 0

3

0

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 2

お茶・抹茶 3

清涼飲料水 0

菓子類 0

調味料 0

肉類 0

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 0

魚介類 1

その他 2

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向
上してほしい

3

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2

日本産食材の取り扱い方や調理方法について
講習を行ってほしい

3

新しい日本産食材を紹介してほしい 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2

特になし 1

その他 1

3

2

3

3

2

2

2

1

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、1円～199万円が多くなったが2000万円以上として回答いる店が１店あり、
そのため全体としては279.3％と仕入金額が大幅に伸びた。

・2022年は昨年と比べ「増加する」と回答した数か多く、新型コロナウイルスの終息を見越した経済
の回復への期待や、店が計画するプロモーションなどの実施により増加の見込みとなった。

・今後仕入れたい品目は、酒類、お茶・抹茶、魚介類、その他どの店も比較的特定の品目に集中して
いる。

・サポーター店支援策は、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答が外食店で
最も多かった。また、外食店からは新しい日本食材の紹介も回答数が多く、目新しさも外食店には
重要となる。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 118 100.9%

200万円-399万円 0 0 0.0%

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0 0.0%

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 2,205

合計 3,223 279.3%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（小売店） 737 2,205 299.2%

B（小売店） 17 18 105.9%



163

スペイン回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では酒類が前年比400%と大きく伸びており、お茶・抹茶133%、青果物300%、魚介類267%、その他300%で前年比110％以上となっている。前年比200～300%と大きく伸び
ている品目が多い。

回答件数：4 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

1.酒類(2021年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 400%

2.お茶・抹茶(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

2.お茶・抹茶(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 200 133%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

4.菓子類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

5.調味料(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

9.米(2021年) 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

10.青果物(2021年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 300%

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 450

11.魚介類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1200 267%

12.その他(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 50

12.その他(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 300%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物



164

スペイン回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

※小売店のみの回答のためクロス集計はございません
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ドイツ回答結果

回答店舗数：9 （外食店4，小売店5）回答件数：9（外食店4，小売店5）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 1

国内輸入卸を通して調達 2

両方 6

1

2

6

0 1 2 3 4 5 6 7

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 0

21-30% 1

31-40% 0

41-50% 0

51-60% 1

61-70% 2

71-80% 0

81-90% 1

91-100% 4

0

0

1

0

0

1

2

0

1

4

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 7

減った 1

変わらない 1

7

1

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 4 400

200万円-399万円 2 600

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 1 1,700

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,448

合計 7,648

4

2

1

0

0

0

0

0

1

0

1

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は直接輸入と卸の両方という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、51%以上の店が8店もあり、そのうち91-100％と答えた店が4店と、非常に高い取扱量となっている。これは小売店、外食店共に回答者に日本食専
門店が多いことが要因と考えられる。

・日本産食材仕入金額は、増えたという回答が7店と最も多くなり、昨年より好調に仕入れが伸びている。
・2020年の日本産食材仕入金額は比較的安価だが全体で122.8%の増加になった。 2000万円以上の仕入金額の店もあり、この店は2022年も 2000万円以上の仕入れとなっている。
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ドイツ回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う / 問い合わせが増えている。新商品。サプライヤーが見つかった
増加すると思う / 2020年8月オープンの為
増加すると思う / 日本茶の需要が伸び続けています
増加すると思う / 過去数年間、継続的に増加している
増加すると思う / コロナ禍により、インターネット販売展開を準備中のため
変わらないと思う / EUの輸入規制の影響で、日本産食品以外の仕入れを増やしているため。

実績金額公表店舗はなかった

【その他への記載内容】
お茶・抹茶:緑茶,
菓子類 :干菓子
調味料 :各地方の醤油
その他 :陶器（茶碗など）

2

1

2

0

1

0

1

1

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 5

変わらないと思う 2

減少すると思う 0

わからない 2

5

2

0

2

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 5

お茶・抹茶 4

清涼飲料水 0

菓子類 3

調味料 4

肉類 0

乳製品 0

卵 0

米 0

青果物 1

魚介類 2

その他 1

5

4

0

3

4

0

0

0

0

1

2

1

0 1 2 3 4 5 6

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

7

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 6

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

4

新しい日本産食材を紹介してほしい 5

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 5

各国の輸入規制情報を教えてほしい 6

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 5

特になし 0

その他 0

7

6

4

5

5

6

5

0

0

0 2 4 6 8

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

・2021年の仕入金額は、全体としては122.8％と仕入金額が伸びた。2000万円以上と回答してい
る店は2020年から同額の仕入れとなるため、仕入金額を維持している。

・2022年は昨年と比べ「増加する」と回答した数か多く、日本食材の需要増加に期待が高い。
新型コロナウイルス対策としてインターネットでの販売展開を準備している店もあり、終息
後の増加に期待が大きい。

・今後仕入れたい品目は、酒類やお茶・抹茶、調味料など日常生活に取り入れやすい品目の回
答が多かった。干菓子や各地方の醤油などの珍しい食材を希望しておりユニークさを感じる。

・サポーター店支援策は、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答が最も多
かった。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 2 200 50.0%

200万円-399万円 1 300 50.0%

400万円-599万円 2 1,000 200.0%

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 1 900

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 1 1,300

1400万円-1599万円 1 1,500

1600万円-1799万円 0 0 0.0%

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 1 4,193 94.3%

合計 9,393 122.8%
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ドイツ回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では酒類と菓子類、青果物が前年比150%と最も伸びている結果となった。
酒類については、ドイツではコロナ禍以前に日本産酒類の認知度向上のプロモーションイベント等も開催されており、認知度が徐々に上がったことや、コロナ禍における家食の
増加により酒類や清涼飲料水など、日常に取り入れやすい品目の購入・仕入れが伸びたのではと考える。

回答件数：9 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 900

1.酒類(2021年) 3 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1350 150%

2.お茶・抹茶(2020年) 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1950

2.お茶・抹茶(2021年) 4 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2050 105%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 400

3.清涼飲料水(2021年) 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 450 113%

4.菓子類(2020年) 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500

4.菓子類(2021年) 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 750 150%

5.調味料(2020年) 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4 750

5.調味料(2021年) 1 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1000 133%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150

6.肉類(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 200 133%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 150 100%

9.米(2020年) 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4 850

9.米(2021年) 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 900 106%

10.青果物(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 200

10.青果物(2021年) 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300 150%

11.魚介類(2020年) 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 600

11.魚介類(2021年) 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 400 67%

12.その他(2020年) 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 5 600

12.その他(2021年) 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 650 108%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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ドイツ回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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ドイツ業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：9 （外食店4，小売店5）回答件数：9（外食店4，小売店5）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 1

国内輸入卸を通して調達 2 0

両方 2 4

0

2

2

1

0

4

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして直接

輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 0 0

21-30% 1 0

31-40% 0 0

41-50% 0 0

51-60% 1 0

61-70% 2 0

71-80% 0 0

81-90% 0 1

91-100% 0 4

0

0

1

0

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

4

0 1 2 3 4 5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 3 4

減った 1 0

変わらない 0 1

3

1

0

4

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 1 3

200万円-399万円 2 0

400万円-599万円 0 1

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 1 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

1

2

0

0

0

0

0

0

1

0

0

3

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は外食店・小売店ともに直接輸入と卸の両方という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、81-90%と91-100％と答えた5店全てが日本食材専門の小売店とであったため取扱量比率が高くなったと考えられる。
・日本産食材仕入金額は、外食店の1件が前年比の日本産食材の仕入れが減ったと答えているが、それ以外の大部分は増えたと回答しており、変わらないと回答したのは小売店の1件
のみである。特に増えたと回答した店は小売店が多く、コロナ禍における家食需要の影響によると考えられる。

・2020年の日本産食材仕入金額は、小売店は1円～199万円が多くなっているが、2000万円以上と回答した小売店が１店あり、2021年も同額の仕入金額を維持している。
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ドイツ業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 1 1

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 1 1

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 1

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 1 0

1400万円-1599万円 0 1

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 1

1

1

1

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

1

0

1

0

0

1

0

0

1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 1 4

変わらないと思う 1 1

減少すると思う 0 0

わからない 2 0

1

1

0

2

4

1

0

0

0 1 2 3 4 5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 3 2

お茶・抹茶 1 3

清涼飲料水 0 0

菓子類 1 2

調味料 2 2

肉類 0 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 0 0

青果物 0 1

魚介類 2 0

その他 0 1

3

1

0

1

2

0

0

0

0

0

2

0

2

3

0

2

2

0

0

0

0

1

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

4 3

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 4

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

1 3

新しい日本産食材を紹介してほしい 2 3

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 4

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2 4

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 2 3

特になし 0 0

その他 0 0

4

2

1

2

1

2

2

0

0

3

4

3

3

4

4

3

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

サポーター店認定制度の知名度・認知…

日本産食材の知名度・認知度を向上し…

日本産食材の取り扱い方や調理方法に…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングし…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えて…

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額については、外食店より小売店の方が仕入金額が昨年と比べて増加した。
2000万円以上と回答している小売店は2020年から同額の仕入れとなるため、仕入金額を維持
している。

・特に小売店は2022年は昨年と比べ仕入金額が「増加する」と回答した数か多く、日本食材の
需要増加に期待が高い。外食店はコロナ禍の影響から先行きが見通しきれず、わからないと
いう回答が多くなった。

・今後仕入れたい品目は、外食店では酒類が最も多く、日本産酒類のプロモーションによる知
名度上昇も影響していると考えられる。また、小売店ではお茶・抹茶という回答が最も多く、
自宅での時間が多くなったことで需要が増えていると考えられる。

・サポーター店支援策は、外食店では、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回
答が最も多かったが、小売店からの回答はばらついており、幅広い支援策を必要としている
ことがわかる。
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ドイツ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

・品目別では外食店では菓子類が167%と大幅に増加した。
菓子の仕入金額が上昇したと回答したのはカフェであり、飲み物と一緒に提供する菓子の仕入れが増えたのではと考える。

外食店
回答件数：4/9

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 700

1.酒類(2021年) 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 600 86%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400

2.お茶・抹茶(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 63%

3.清涼飲料水(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

3.清涼飲料水(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

4.菓子類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

4.菓子類(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 167%

5.調味料(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

5.調味料(2021年) 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 100%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

6.肉類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

9.米(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

9.米(2021年) 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 100%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 150 100%

11.魚介類(2020年) 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 600

11.魚介類(2021年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350 58%

12.その他(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 350

12.その他(2021年) 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 71%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他
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ドイツ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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ドイツ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・品目別では、小売店では酒類375%、お茶・抹茶116%、清涼飲料水120%、菓子類143%、調味料163%、米110%、青果物300%、その他160%と、多くの項目が前年比110%を超えて
おり、酒類や青果物は前年比300%を超えている。
酒類はドイツのおける日本産酒類のプロモーション等により知名度が上昇しているためではないかと考える。また、青果物は、回答した小売店のうち２店について2020年は青果物
を仕入れていなかったが、2021年から仕入れを始めたことにより仕入金額が上がっている。

小売店
回答件数：5/9

1円-99万円
100万円-199

万円
200万円-299

万円
300万円-399

万円
400万円-499

万円
500万円-599

万円
600万円-699

万円
700万円-799

万円
800万円-899

万円
900万円-999

万円
1000万円 以上 仕入なし

中間値合計
（万円）

前年比(%)

1.酒類(2020年) 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 200

1.酒類(2021年) 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 750 375%

2.お茶・抹茶(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1550

2.お茶・抹茶(2021年) 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1800 116%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 250

3.清涼飲料水(2021年) 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 300 120%

4.菓子類(2020年) 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 350

4.菓子類(2021年) 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 500 143%

5.調味料(2020年) 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 400

5.調味料(2021年) 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 650 163%

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

6.肉類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

7.牛乳・乳製品(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

7.牛乳・乳製品(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

9.米(2020年) 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 500

9.米(2021年) 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 550 110%

10.青果物(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 300%

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

11.魚介類(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 50

12.その他(2020年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 250

12.その他(2021年) 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 400 160%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵
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ドイツ業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021
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フランス回答結果

回答店舗数：6 （外食店5，小売店1）回答件数：6（外食店5，小売店1）

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありましたか。
（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

14.実績金額はQ16に統合

3.日本産食材の輸入経路（必須）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

回答 件数

自らインポーターとして直接輸入 0

国内輸入卸を通して調達 5

両方 1

0

5

1

0 1 2 3 4 5 6

自らインポーターとして直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

回答 件数

0-10% 0

11-20% 1

21-30% 2

31-40% 0

41-50% 1

51-60% 1

61-70% 0

71-80% 0

81-90% 0

91-100% 1

0

1

2

0

1

1

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

回答 件数

増えた 3

減った 2

変わらない 1

3

2

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

増えた

減った

変わらない

回答 件数
2020中間値
合計（万円）

1円-199万円 5 462

200万円-399万円 1 300

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 762

5

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4 5 6

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、21-30%の店がもっとも多かった。91-100％と答えた店も1店あり、この店は日本酒専門の小売店であることから日本産食材取扱量の比率が高いと
考える。

・日本産食材仕入金額は、増えたという回答が3店と最も多くなったが、減ったという回答も2店あった。外食店の比率が多いため、コロナ禍における外出自粛等の影響を受けた
結果と推察する。

・2020年の日本産食材仕入金額は1円～199万円が最も多くなっている。
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フランス回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

16.2020年、2021年の実績金額がわかればご記入ください。

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

実績金額のあるものは中間値を実
数で差し替えている。

19.18（2022年の見通し）の理由
増加すると思う /コロナ渦が終息に向かうと考えるため。
増加すると思う /売り上げが伸びているため
増加すると思う /日本製品への需要が高まり、ビジネスを展開しています
増加すると思う /オミクロン株が重症化しないので人々が外出し始めているので。
わからない /コロナ禍次第

3

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

回答 件数

増加すると思う 5

変わらないと思う 0

減少すると思う 0

わからない 1

5

0

0

1

0 1 2 3 4 5 6

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

回答 件数

酒類 4

お茶・抹茶 3

清涼飲料水 2

菓子類 0

調味料 2

肉類 0

乳製品 0

卵 0

米 2

青果物 1

魚介類 1

その他 0

4

3

2

0

2

0

0

0

2

1

1

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

回答 件数

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上し
てほしい

4

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 3

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講
習を行ってほしい

1

新しい日本産食材を紹介してほしい 4

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 2

各国の輸入規制情報を教えてほしい 2

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 1

特になし 0

その他 0

4

3

1

4

2

2

1

0

0

0 1 2 3 4 5

サポーター店認定制度の知名…

日本産食材の知名度・認知度…

日本産食材の取り扱い方や調…

新しい日本産食材を紹介して…

日本の生産者・輸出者とマッ…

各国の輸入規制情報を教えて…

ジェトロの見本市・商談情報…

特になし

その他

【その他への記載内容】
酒類 :獺祭
お茶・抹茶:寿月堂
調味料 :甜麺醤・出汁.ヒガシマル
青果物 :巨峰・桃・イチゴ

・2021年の仕入金額は、全体としては1176.8％と仕入金額が伸びた。2020年と比べ、400万円
～599万円という仕入金額の回答が増え、昨年より数値が上がっていることが分かる。

・2022年は昨年と比べ「増加する」と回答した数か最も多く、新型コロナウイルスの終息や日
本産食材への需要の高まりなどに期待する声が上がっている。

・今後仕入れたい品目は、酒類やお茶・抹茶など日常生活に取り入れやすい品目の回答が多
かった。

・サポーター店支援策は、認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答と新しい日
本産食材を紹介してほしいという回答がが最も多かった。

回答 件数
2021中間値
合計（万円）

前年比

1円-199万円 3 300 64.9%

200万円-399万円 2 547 182.3%

400万円-599万円 1 500

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

合計 1,347 176.8%

店舗
2020年実績

（万円）
2021年実績

（万円）
前年比

A（小売店） 62 247 398.4%
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フランス回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

・品目別では、小売店は酒類125％と高い伸びを見せた。小売店回答店が日本酒専門店であり、コロナ禍で家で過ごす時間が増えていることから、自宅でいつもと違うお酒を楽し
むために日本の酒類の購入が増加し仕入れに影響していると考える。

回答件数：6 1円-99万円
100万円-
199万円

200万円-
299万円

300万円-
399万円

400万円-
499万円

500万円-
599万円

600万円-
699万円

700万円-
799万円

800万円-
899万円

900万円-
999万円

1000万円 以
上

仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 400

1.酒類(2021年) 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500 125%

2.お茶・抹茶(2020年) 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300

2.お茶・抹茶(2021年) 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300 100%

3.清涼飲料水(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

3.清涼飲料水(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 100%

4.菓子類(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

4.菓子類(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%

5.調味料(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250

5.調味料(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 250 100%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

6.肉類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

7.牛乳・乳製品(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

9.米(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

9.米(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

11.魚介類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 150 100%

12.その他(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200

12.その他(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 200 100%

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物
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フランス回答結果
17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）
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フランス業種別回答結果

11.2021年1月～12月における店舗全体の食材に占める日本産食材取扱量の比率をお答え
ください。（必須）

12.2021年1月～12月は2020年1月～12月と比べ、日本産食材仕入金額の増減はありまし
たか。（必須）

13.2020年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

3.日本産食材の輸入経路（必須）

回答店舗数：6 （外食店5，小売店1）回答件数：6（外食店5，小売店1）

外食店 小売店

自らインポーターとして直接輸入 0 0

国内輸入卸を通して調達 4 1

両方 1 0

0

4

1

0

1

0

0 1 2 3 4 5

自らインポーターとして

直接輸入

国内輸入卸を通して調達

両方

外食店 小売店

外食店 小売店

0-10% 0 0

11-20% 1 0

21-30% 2 0

31-40% 0 0

41-50% 1 0

51-60% 1 0

61-70% 0 0

71-80% 0 0

81-90% 0 0

91-100% 0 1

0

1

2

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0-10%

11-20%

21-30%

31-40%

41-50%

51-60%

61-70%

71-80%

81-90%

91-100%

外食店 小売店

外食店 小売店

増えた 2 1

減った 2 0

変わらない 1 0

2

2

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5

増えた

減った

変わらない

外食店 小売店

外食店 小売店

1円-199万円 4 1

200万円-399万円 1 0

400万円-599万円 0 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

4

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4 5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

・輸入経路は卸を通しての調達という回答が最も多くなった。
・2021年の日本産食材の取扱量は、外食店では21-30%の店がもっとも多かった。

91-100％と答えた小売店はは日本酒専門の小売店であることから日本産食材取扱量の比率が高いと考える。
・日本産食材仕入金額は、外食店では、増えたという回答と減ったという回答の数が同じとなった。減ったという店については、コロナ禍における外出自粛等の影響を受けた結果と推察
する。小売店では増えたと回答し家食需要の増加が要因と考えられる。

・2020年の日本産食材仕入金額は1円～199万円が最も多くなっている。
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フランス業種別回答結果

15.2021年1月～12月の日本産食材仕入金額を教えてください。（必須）

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の
選択肢から１つずつお選びください。（必須）

次ページ参照

18.2022年１月～12月の貴店の日本産食材仕入金額は2021年１月～12月と比べて、どの
ような見通しを描いていますか。（必須）

20.今後新たに取り扱ってみたい、または取扱量を増やしたい日本産食材上位3品目まで
お選びください。（必須・最大３つ選択可）

21.日本産食材サポーター店に対する支援策について、次のうちどれを希望しますか。
（必須・複数回答可）

外食店 小売店

1円-199万円 3 0

200万円-399万円 1 1

400万円-599万円 1 0

600万円-799万円 0 0

800万円-999万円 0 0

1000万円-1199万円 0 0

1200万円-1399万円 0 0

1400万円-1599万円 0 0

1600万円-1799万円 0 0

1800万円-1999万円 0 0

2000万円 以上 0 0

3

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

1円-199万円

200万円-399万円

400万円-599万円

600万円-799万円

800万円-999万円

1000万円-1199万円

1200万円-1399万円

1400万円-1599万円

1600万円-1799万円

1800万円-1999万円

2000万円以上

外食店 小売店

外食店 小売店

増加すると思う 4 1

変わらないと思う 0 0

減少すると思う 0 0

わからない 1 0

4

0

0

1

1

0

0

0

0 1 2 3 4 5

増加すると思う

変わらないと思う

減少すると思う

わからない

外食店 小売店

外食店 小売店

酒類 3 1

お茶・抹茶 3 0

清涼飲料水 1 1

菓子類 0 0

調味料 2 0

肉類 0 0

乳製品 0 0

卵 0 0

米 1 1

青果物 1 0

魚介類 1 0

その他 0 0

3

3

1

0

2

0

0

0

1

1

1

0

1

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

酒類

お茶・抹茶

清涼飲料水

菓子類

調味料

肉類

乳製品

卵

米

青果物

魚介類

その他

外食店 小売店

外食店 小売店

サポーター店認定制度の知名度・認知度を向上してほし
い

3 1

日本産食材の知名度・認知度を向上してほしい 2 1

日本産食材の取り扱い方や調理方法について講習を
行ってほしい

0 1

新しい日本産食材を紹介してほしい 3 1

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほしい 1 1

各国の輸入規制情報を教えてほしい 1 1

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい 0 1

特になし 0 0

その他 0 0

3

2

0

3

1

1

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

サポーター店認定制度の知名度・認知度を…

日本産食材の知名度・認知度を向上してほ…

日本産食材の取り扱い方や調理方法につい…

新しい日本産食材を紹介してほしい

日本の生産者・輸出者とマッチングしてほ…

各国の輸入規制情報を教えてほしい

ジェトロの見本市・商談情報を教えてほしい

特になし

その他

外食店 小売店

・2021年の仕入金額は、2020年と比べ、外食店での400万円～599万円という仕入金額の回答が
増え、昨年より数値が上がっていることが分かる。

・2022年は昨年と比べ外食店からの「増加する」の回答が最も多く、新型コロナウイルスの終
息により客足が戻る事への期待が伺える。

・今後仕入れたい品目は、外食店で酒類やお茶・抹茶などが多くなった。
・サポーター店支援策は、外食店で認定制度の知名度・認知度を向上してほしいという回答と
新しい日本産食材を紹介してほしいという回答がが最も多く、新しい食材による目新しさも
求められていることが分かる。小売店はまんべんなく回答があり、幅広い支援策を求められ
ている。
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フランス業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021

外食店
回答件数：

5/6
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

1.酒類(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

2.お茶・抹茶(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

2.お茶・抹茶(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

3.清涼飲料水(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

3.清涼飲料水(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

4.菓子類(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200

4.菓子類(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 100%

5.調味料(2020年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250

5.調味料(2021年) 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 100%

6.肉類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

6.肉類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

7.牛乳・乳製品(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

7.牛乳・乳製品(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

8.卵(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

8.卵(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

9.米(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200

9.米(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 100%

10.青果物(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

10.青果物(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

11.魚介類(2020年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150

11.魚介類(2021年) 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 150 100%

12.その他(2020年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200

12.その他(2021年) 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 200 100%

１１魚介類

１２その他

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵

９米

１０青果物

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

４菓子類

５調味料

・品目別では酒外食店においてはすべての品目が昨年並みであった。外食店はコロナ禍の外出自粛等の影響により、数字を伸ばせなかったと考えられる。
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フランス業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

外食店品目別金額 2020-2021
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フランス業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021

・品目別では、小売店は酒類167％と高い伸びを見せた。小売店回答店が日本酒専門店であり、コロナ禍で家で過ごす時間が増えていることから、自宅でいつもと違うお酒を楽し
むために日本の酒類の購入が増加し仕入れに影響していると考える。

小売店
回答件数：

1/6
1円-99万円

100万円-199
万円

200万円-299
万円

300万円-399
万円

400万円-499
万円

500万円-599
万円

600万円-699
万円

700万円-799
万円

800万円-899
万円

900万円-999
万円

1000万円 以上 仕入なし
中間値合計

（万円）
前年比(%)

1.酒類(2020年) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150

1.酒類(2021年) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 167%

2.お茶・抹茶(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

2.お茶・抹茶(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

3.清涼飲料水(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3.清涼飲料水(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

4.菓子類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

4.菓子類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

5.調味料(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

5.調味料(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6.肉類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

6.肉類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

7.牛乳・乳製品(2020年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50

7.牛乳・乳製品(2021年) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 100%

8.卵(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

8.卵(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

9.米(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

10.青果物(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

11.魚介類(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

11.魚介類(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12.その他(2020年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

12.その他(2021年) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

１酒類

２お茶・抹茶

３清涼飲料水

９米

１０青果物

１１魚介類

１２その他

４菓子類

５調味料

６肉類

７牛乳・乳製品

８卵
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フランス業種別回答結果

17.2020年1月～12月と2021年1月～12月の各品目の仕入金額について、それぞれ下記の選択肢から１つずつお選びください。（必須）

小売店品目別金額 2020-2021




